
得られないことがわかってきた。つまり、地域仕民の協力を得なけれぱ造 

林は成功しないし、造成された森林の保護・保育にも彼らの協力が必要で 

ある。そのためには、彼らに対する直接的なメリットを考えることが必要 

で、ウッドロット（wood lot）の造成とか、筋植え方式による樹木と農作 

物の栽培(alley-cropping) なとが行われるようになってきた。造林の基 

本的技術は同じであるが、地域住民のための造林では、彼らが好む樹種を 

取り入れ、また彼らに普及できるような技術によって森づくりをしなけれ 

ばならない。このような技術開発はまだ緒に就いたばかりであるし、筆者 

自身も勉強不足ではあるが、可能な範囲で触れることにしたい。 

1．植栽樹種 

熱帯の造林でも、森林を伐採した後にすぐ造林する場合（reforestation) 

と、草原などのように、これまで森林がなかったところに森林を仕立てる 

場合（affotestation) とに分けられている。しかし、たとえ以前に森林が 

あったところでも、伐採した後長く放置されていたり、扱い方が悪くて荒 

廃したり、草原化してしまったようなところでは、実質的には後者とほぼ 

同じことなので、両者をひっくるめてreafforestation とよぶこともある。 

前者の場合、天然林を伐採したところであれば、もともとそこにあったよ 

うな森林に戻すことが望ましいが、- I-I林冠をひどく壊してしまい、林床 

に日光が強く当たるようになると、いきなり天然林の上層を構成していた 

極相的な樹種を植裁することは難しく、また実際にそれらの樹種は造林特 

性も分かっていないものが多いことから、これまで広く熱帯各地で植執さ 

れてきた陽性の早成樹種を植えるのが普通である。 

熟帯林の場合、普通には有用樹種が抜き伐りされており、天然更新に期 

待する方法も試みられてはいるが、そのような択伐跡の更新不良林分に対 

する補整植栽(enrichment planting）や、あるいは有用な樹木を選択的 

得られないことがわかってきた。つまり、地域住民の協力を得なければ造

林は成功しないし、造成された森林の保護・保育にも彼らの協力が必要で

ある。そのためには、彼らに対する直接的なメリットを考えることが必要

で、ウッドロット (w()odlot) の造成とか、筋植え方式による樹木と農作

物の栽培 (alleγcropp1ng) などが行われるようになってきた。造林の基

本的技術は同じであるが、地域住民のための造林では、彼らが好む樹種を

取り入れ、また彼らに普及できるような技術によって森づくりをしなけれ

ばならない。このような技術開発はまだ緒に就いたばかりであるし、筆者

自身も勉強不足ではあるが、可能な範囲で触れることにしたい。

1. 植 栽 機 種

熱帯の造林でも、森林を伐採した後にすぐ造林する場合 (reforestation)

と、草原などのように、これまで森林がなかったところに森林を仕立てる

場合 (affo1estation) とに分けられている。 しかし、たとえ以前に森林が

あったところでも、伐採した後長く放置されていたり、扱い方が悪くて荒

廃したり、草原化してしまったようなところでは、実質的には後者とほぼ

同じことなので、両者をひっくるめて reafforestat1on とよぶこともある。

前者◆の場合、天然林を伐採したところであれば、もともとそこにあったよ

うな森林に戻すことが望ましいが、-ト̂1林冠をひどく壊 してしまい、林床

に日光が強く当たるようになると、いきなり天然林の 1二層を構成していた

極相的な樹種を植熱することは難しく、また実際にそれらの樹種は造林特

性も分かっていないものが多いことから、これまで広く熱帯各地で植栽さ

れてきた陽性の早成樹種を植えるのが普通である。

熱帯林の場合、普通には有用樹種が抜き伐りされており、天然更新に期

待する方法も試みられてはいるが、そのような択伐跡の更新不良林分に対

する補整植栽 (enrichment plant1ng) や、あるいは有用な樹木を選択的

-3 ‐



に伐採・利用されて劣化した林分に対する樹種更改の場合には、まず有来 

樹種を植栽するのが建前であろう。人工林の場合には、普通それまでと同 

じ樹種Lー多くの場合、外来樹種が植栽される。これまでに森林がなかった 

ところでは、まず先駆的な樹秤を植栽するのが普通で、この場合にも外来 

樹種であることが多い。以下、現在世界の熱帯・亜熱帯で植栽されている 

主要な樹種について、ごく簡単に解説する。 

1 ）これまでに植栽されてきた主要な樹種 

熱帯の植執樹種は極めて多様である。温帯との違いは広葉樹が多いこと 

で、熱帯を通してみると面積では8割を超えている。中でも重要なのはフト 

モモ科ユーカ’属の樹木で、全人工林の23％を占めている。次いでマツ属 

樹木が10 5％を占め、マメ科アカシア属の樹木も77％を占める。以上はい 

ずれも樹種群であるが、チークは単独の種として5.0％を占める（表3 ) 

(Pandey 1995)。 

表3 熱帯における主要樹種・群の植栽面積（百万ha)(Pancley 1995) 

地 域 ュ、ーカl廟 マツ類 チーク アカンア頻 その他 合 計 

熱帯アフリカ 079 061 015 0.25 119 2.99 

熱帯7ジアオセ7ニア 520 125 203 315 2068 3230 

熱帯アメリカ 4,07 278 001 一 178 8.64 

合 引 1006 4.64 2.19 340 23,65 4393 

パーセント 23.0 10,5 50 77 538 100 

Pandey (1995）によって3熱帯の植栽樹種をみると、熱帯アジア・オセ 

アニアではユーカ)類16 %、マッ類4 %、アカシア類10 %、チーク6％で、 

その他の樹種が64％を占めている。主なものを挙げると、在来針葉樹： 

ケシアマツ、メルクシマツ、ヒマラヤマツ、移入種を含めた在来広葉樹 

はAaLicia a uricuhfoi'nns,A Inangluin, Anilotica,月Jiazia app 、 

一4 -. 

に伐採・利用されて劣化した林分に対する棚稲更改の場合には、まず右来

樹種を植栽するのが建前であろう。人工林の場合には、普通それまでと同

じ概挿ー多くの場合、外来横種が植栽される。これまでに森林がなかった

ところでは、まず先駆的な樹種を植栽するのが普通で、この場合にも外来

樹種であることが多い。以‐下、現在世界の熱帯 ・亜熱帯で植栽されている

主要な機種について、ごく簡単に解説する。

1) これまでに植栽されてきた主要な樹種

熱帯の植栽樹種は極めて多様である。温梢との違いは広葉樹が多いこと

で、熱帯を通してみると面積では8割を超えている。中でも重要なのはフト

モモ科ユーカリ属の樹木で、 も人工林の 23% を占めている。次いでマツ属

樹木が 105% を占め、マメ料アカシア属の樹木も77% を占める。以上はい

ずれも樹種群であるが、チークは単独の種として5,0% を占める (表 3)

(Pandey l995) 。

表 3 熱帯における主要樹種・群の植栽面積 (百万 ha) andey l995)

地 域 ユーが願 マツ類 チーク アカンア頬 その他 合 計

熱梢アフリカ 079 061 015 0.25 119 2.99
熱帯アジア・オセアニア 520 125 203 315 2068 3230

熱帯アメリカ 4,07 278 001 ‐ 178 8,64

合 計 1006 4.64 2.19 34023,65 4393

パー‐セ ン ト 23,0 10,5 50 77 538 100

Pandey(1995) によって 3熱帯の植栽樹種をみると、熱帯アジア・オセ

アニアではユーカリ類 16% 、マ ツ類 4% 、 アカシア類 10% 、チーク 6% で、

その他の樹種が 64% を占めている。主なものを挙げると、在来針葉樹 :

ケシアマツ、メルクシマツ、ヒマラヤマツ、移入種を含めた在来広葉樹

は 4cac ・a a〃〃α′立たり mzs 、 月 manglum 、 み ,〃立o力ca ん Zblzla s勢力 、



alsuanna spp , Daihe繕「m s,ssoo. Eucalyptus deglupta, E globulus, 

E grandis、 E ox・OPh.FJん、 ユーカク交耕癒、 Gmehna m・horea 、 

Paraserian thes 鳥lcatana、 Styrax tonkinensis, Tectona grandis, 

xrhョspyである。一方外来の針葉樹はか1ビアマツ、スラッシュマツ、オ 

ーカルバマツ、パトウラマツで、外来広葉樹はギンネム、マホガニーである。 

熱帯アフリ力では、ユーカ’類26%、マツ類20 %、アカシア類12%、チ 

ーク5％で、その他の樹種は37％を占めている。主なものを挙げると、在米 

の広葉樹はAcacia nilotica、 A . senegal, Paidherbia albida, Khaya 

ivorensis, Mansonia alt,ssima、 Nauciea diderrichi,, Termin al/a 

superba、 'I'. lvorensls, Triplochiton scieroxylonで、外来針葉樹は 

Cupressus Jusitanjca、 乃ntis canbaea、 P elliotth、 P patula、 P kesiya, 

外来の広葉樹はAcacia mearnsi/, Azadirachta indica、 Cassia slamea, 

Eucalyptus camalduIensis、 E globulus,E microtheca、E robusta、 K 

sahgna, Gine f/na arborea, Prosopis spp , Tectona grandおで、在来の 

針葉樹はほとんど植えられていない。在来の針葉樹がないわけではないが、 

たいてい危機にあるもので、遺伝子保全の意味で植栽されている程度である。 

か’プ海諸島を含めた熱帯アメリカは、植栽樹種の多様性が最も低い。ユ 

ーカ3類は実に47％を占め、マツ類32％と合わせると約8割、アカシア類を 

含めたその他の樹種は21％を占めるに過ぎない。主なものを挙げると、域内 

の移入種を含めた在来の針葉樹はCupressus lusitanica, P /ntis carl baea, 

R oocarpa,P 'patula、 在来広葉樹はProsopis spp.、マホガニーである。 

一方外来種としては、針葉樹にPin us elliott広 P kesiyaの2種、広葉樹に 

Eucalyptus globulus、 E grandis. E saligna、 E urophyllaの4種のユー 

カ3が挙げられている。 

Gasi ′f・ノ7nas 愛野 、Da/ ゎeー潔 β sJss‘フo、霧〃caβリリむ〃s 承ヲg/-の 綱 、霧 gメo ′/"s 、

彦 gran 山 ~ 彦“′℃ ムメね 、 ユ ー カ リ父方 鰯『撞『、 Gme ムna 日中 orea 、

Pai‐aser ′anthes faに atar ーa、 styrax tonkmens!s 、 Tedona grand ′s、

Xrれa spp である。一方外来の針葉樹は力リビアマツ、スラッシュマツ、オ

ーカルパマツ、パ トゥラマツで、外来広葉樹はギンネム、マホガニーである。

熱帯アフリカでは、ユーカリ類 26% 、マツ類 20% 、アカシア類 12% 、チ

ーク5% で、その他の樹種は 37% を占めている。主なものを挙げると、在来

の広 葉樹 は Acac ′a m′otjca 、 A,senega! 、 Faidherbia ajbida 、 Khaya

′vorensi Manson ーa a′と-ssjma 、 Naudea d′derr ーch" 、 Term ′na′′a

superba 、 T. ivorens-s 、 Trip′och 元on scjeroxy ′on で 、 外 来針 葉樹 は

Q′pressus ′"s“ a刀」ca 、 P 川 us ca"baea 、 P ejj′o= 九、 P patuja 、 P kes1ya 、

外来の広葉樹 は Acac ヱa mearns" 、 Azad ′rachra indica 、 Cass′a sーamea 、

Euca ′yptus cama ノdu′e刀s′s、E g′obu ′us 、 E.m ーCrotheca 、 E.robusta 、 E.

sa′igna 、 Gme ′′na arborea 、 Prosop ′s spp 、 Tectonagrandis で 、 在 来 の

針葉樹はほとんど植えられていない。在来の針葉樹がないわけではないが、

たいてい危機にあるもので、遺伝子保全の意味で植栽されている程度である。

カリブ海諸島を含めた熱帯アメリカは、植栽横種の多様性が最も低い。ユ

ーカリ類は実に47% を占め、マツ類32% と合わせると約8割、アカシア類を

含めたその他の樹種は21% を占めるに過ぎない。主なものを挙げると、域内

の移入種 を含めた在来の針葉樹は Cupressus jus比amca 、 Pinus car′baea 、

P.oocarpa 、 P. patuja 、在 来広葉樹 は Prosop 」s spp.、マホガニーである。

一方外来種としては、針葉樹に巧nus e〃-oとげ′、P ′てeszyaの 2種、広葉樹に

Euca ′yp【us gjobujus 、E grandls 、E saijgna 、 E urophy"a の 4種 のユー

カリが挙げられている。
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2）主要な植裁候補樹種の特性 

主要な植栽樹種を科・属ごとに挙げ、各樹種の基本的な造林特性を添え 

る。これらの情報は、主にWebbら（1984)、 FAO (1979), NAS (1980. 

1983）によった。記載頂目は、学名、和名、英名または地方名、学名のシノ 

ニム、天然分布のみられる国・地域、緯度による天然分布の南北範囲、天 

然分布地域の乾季の長さ‘平均年市量・海抜高の肌序とし、そのほか、造 

林で参考になる特記事項も付記した。和名はなるべくこれまで一般に使わ 

れているものを用いたが、 →部に、属名、種小名あるいは英名の発音をカ 

ナ書きにしたものもある。地方名については、わかる範囲で、それらの植 

物名が山来する国名も付記するようにした。詳しい造林特性については、上 

記文献のほか、「熱帯樹種の造朴特性」第1巻（1996)、第2、 3 巻(1997) 

を、また用途などの情報については「熱帯の有用樹種i (1977Y. i熱帯植物 

要覧」(1091)などを参照していただきたい。 

(1）広葉樹（Broad-leaved trees) 

くウルシ科(Anacarthaceae)) 

Anacarthum occidentale （カシュー）(Cashew(-nut tree))；熱帯 

アメリカ（メキシコ～ペルー、ブラジル、西インド諸島) ; 30'N -25 

-s；乾季4 -6 か月；年雨量500 -3,000mm ；海抜高0 - 1,000m , 

瘠悪土壌でも井育、シロアリに強い、ポット苗・スタンプ苗・直播 

き可能 

Campnosperma brevipetiolata（ケテケテ〕(Ketekete) ；ソロモン諸 

島、モルッカ諸島、ニューギニア、インドネシア、マレーシア；乾 

季0~2 か月；年雨量2,000 -- 5,000mm ；海抜高0～舶0n 

Man gifera indica（マンゴ）(Mango) ；インド～ミヤンマー（・～インドシ 

ナ半島）; (5-) 16 -28'N；乾季6か月；年雨量350 - 2,500mm ; 

海抜高0 - 1,200m；果樹 

2) 主要な植栽候補樹種の特性

主要な植栽機種を科・届ごとに挙げ、各樹種の基本的な造林特性を添え

る。これらの情報は、主に Webb ら (1984) 、 FA0(1979) 、 NAS(1980 、

1983)によった。記殺項目は、学名、和名、英名または地方名、学名のシノ

ニム、天然分布のみられる国・地域、緯度による大然分布の南北範囲、天

然分布地域の乾季の長さ・平均年雨量・海抜高の順序とし、そのほか、造

林で参考になる特記事項も付記した。和名はなるべくこれまで一般に使わ

れているものを用 ・たが、 一部に、属名、種小名あるいは英名の発音をカ

ナ書きにしたものもある。地方名については、わかる範囲で、それらの植

物名が由来する国名も付記するようにした。詳しい造林特性については、上

記文献のほか、「熱帯樹種の造林特性」第 1巻 (1996)、第 2、 3巻 (1997)

を、また用途などの情報については「熱帯の有用樹種」(}977)、「熱帯植物

要覧」 (1991) などを参照していただきたい。

(1 ) 広葉樹 (Broad‐leavedtrees)

くウルシ科 (Anacardlaceae))

A 刀acardmm occidema ′e( カ シュー )( 倹 shew( ‐nut tree)); 熱帯

アメリカ (メキシコ ~ ペ ルー、ブラジル、西インド諸島 );30oN~25

oS; 乾季 4~6 か月 ;年雨量 500~3,ooomm; 海抜高 0~1,ooom;

椿悪土壌でも′r育、シロアリに強い、ポット菌 ・スタンプ菌 ・直播

き可能

Campnosperma brev1pe 【iolata( ケテケテ )(Ketekete); ソロモ ン諸

島、モル ツカ諸島、ニューギニア、 イン ドネシア、マ レー シア ;乾

季 0~2 か 月 ;年雨量 2,000~5,ooomm; 海抜高 0~500m

Mang1fera 加山 ca( マ ンゴ)(Mango); イン ド~ ミャンマー (~ イン ドシ

ナ半島};(5~)16~28oN; 乾季 6か月 ;年雨量 350~2,500mm;

海抜高 0~1,200m; 果樹
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Pistacia vera（ピスタチオ）(Pistachio)；西アジア；乾燥気候 

Scinnos moile（コショウボク）(Pepper tree)；エクアドル、ボリビ 

ア、コロンビア、ペルー、ブラジル、パラグアイ、アルゼンチン， 

10 -34。S；乾季4 -8 か月；年雨量300 -620mm ；海抜高100 -

3,500m ；乾燥に極めて強い；多少の塩類上壌には耐える、耐シロア 

リ性、萌升更新、根系浅い（?) 

Spondias lutea（コガネモンビン）(Yellow inomhin, Hogplum、 

Jobo, Ciruela) ；メキシコ～プラジル北部；25。 N - 10ロS；乾季1 

-5 か月；年雨量1,000 - 2,000mm ；海抜高0 - l,200ni；果実生食 

〈ノウゼンカズラ科(Bignoniaceae)) 

Jacaranda mimosifoba (ジャカ 3 ンダ) (Jacaranda) (Syn,j mimosa 

eん1ia、 J. acot」加ha、 J ovalifolia)；南米西部；乾季4 -6 か月， 

年雨量650 -1,800mm；海抜高0 -上50Dm ；シロアリに強い、挿 

し木可、裸根苗も可能 

Markhamia Iutea(Markhamia) (Syn lvi hildebrandtn, M . platy 

calyx) ；アフリカ東部（エチオビア～タンザニア）; 10'N-lo'S；適 

潤；海抜高～2,000m ；酸性重粘土壌にも生育；材はシロアリに強い 

釦athodea campanulata(カエンボク）(African tulip trees Flame 

tree) (Syn S to1ipifera、 S nilotica)；アフリカ中央部；12'N -

12'S；乾季～3か月；年雨量1.000 --2,000mm ；海抜高0 - 1,200m 

7'abebo,a rosea（ビンクテコマ、ロブレ）(Pink tecoma, Roble) 

侶yn T pentaphyfla、 Tecoina pentaphylia)；メキシコ南部～ 

エクアドル、西インド諸島；20 - N -VS ；乾季0 -3 か月；年雨量 

l,250 -2,500mm ; il 抜高i00 -l,000m ；萌芽更新可 

〈キワタ科（Bombacaceae)) 

Adansonia digitata（バオバプノキ）(Baobab )(Syn. A bahobab, 

A situla, A suIcata、 A somalensis, Baobabus digitata)；サ 

ハラ以南のアフリカのほとんどの国（リベリア、ブルンディ、ウガン 

P1sfac-a vera( ピスタチオ)(P1stach10); 西アジア ;乾燥気候

Scノ)」〃′」s n70"e{ コシ ョウボク)(Pepper tree); エ クア ドル , ボ リビ

ア、 コロンビア、ペ ルー、ブラジル、パ ラグアイ、 アルゼ ンチ ン ;

10~34oS; 乾季 4~8 か月 ;年雨量 300~620mm; 海抜高 100~

3,500m; 乾燥に極めて強い ;多少の塩類土壌には耐える、耐シロア

リ性、萌芽更新、根系浅い (?)

Spondias lutea( コガ ネモ ンビ ン )(Yellow mombln 、 Hogplum 、

Job C1ruela); メキ シコ ~ ブラジル北部 ;25oN~loos; 乾季 1

~5 か月 ;年雨量 1,000~2,00omm; 海抜高 0~1,200m; 果実生食

〈ノウゼンカズラ料 (Bignon1aceae) 〉

Jacaranda mJmos ′fojーa (ジャカランダ)(Jacaranda)(Syn,J mメ川 osを

efo′′a、 J,ac 服属o′ia、 J ova" お "a); 南米西部 ;乾季 4~6 か 月 :

年雨量 650~1, 即金nm; 海抜高 0~1,500m; シロアリに強い、挿

し木可、裸根苗も可能

Markhamia ′utea(Markhamia)(syn M hi′debrandtd 、 M.piatr

caか x); アフ リカ東部 (エチオ ピア ~ タンザニア );looN ‐~loos; 適

潤 ;海抜高~2,00om; 酸性重粘土壌にも生育 ;材はシロアリに強い

Spatbodea campanu ′ata( カエ ンポク )(Afr1cantulip tree 、 F1ame

tree)(Sy 口 S tujipifera 、 S m′ohca); アフ リカ中央部 ;12oN~

12oS; 乾季 ~3 か月 ;年雨量 1,000~2,ooomm; 海抜高 0~1,200m

Tabebma rosea( ピ ンクテ コマ、 ロブ レ )(P1nk tecoma 、 Roble)

(Syn T Dentaphy"a 、 Tecoma pentaphyjja); メキ シコ南部 ~

エクア ドル、西インド諸島 ;20oN~2oS; 乾季 0~3 か月 :年雨量

1,250~2,500mm; 海抜高 100~1,ooom; 萌芽更新可

(キワタ科 (Bombacaceae))

Adanson ′a d』gjtafa( バ オバブノキ )(Baobab)(Syn.A baj1obab 、

A s′tu/a、 A su′cata 、 A soma ′ensーs、 Baobabus d′gztata); サ

ハラ以南のアフリカのほとんどの国 (リベリア、ブルンディ、ウガン
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ダ、 ジブティには分布しない）; 20'N -25 '5；年雨量250 ~ 

l,000mm ；海抜高0 - 1,25Gm 

Boinbax ma)abaricum (i ン t ) (Silk cotton tree、 Red cotton 

tree) (Syn 丑ceiba, Sabnalia ma)abarica)；南アジア原産；年 

雨量1,700 -2,700mm ；海抜高80 - 1,20Cm ；スタンプ苗可 

Ceiba pentandra（カボック）(Kapok、 Silk cotton tree)；南アメリ 

カまたは中央アフリカの原産とされる；年雨量1,000 -5,700mm ; 

海抜高0 - 1,20Gm ；スタンプ苗可 

Ochroma pyramidaic（ノ、ルサ）(Balsa) (Syn 0 Iagopus)；中米～ 

南米（ボリビア）; 19'N -20 'S；乾季0 -2 か月；年市量1.500 ~ 

3,000mm ；海抜高0 - 1,00Gm ；肥沃土壌を好む 

〈ムラサキ科(Boraginaceae)) 

Cord/a aiijodora（カナレッテ）(Canalete、 Laurel) (Syn Cgerasca 

nthus) ；中米、西インド諸島、南米（～ペルー、ブラジル）;20『N 

-25 'S；乾季0~4 か月；年雨量1,000 -'-4,000mm ；海抜高0 -

1,50Gm；スタンプ苗・直播き可能 

〈モクマオウ科(Casuarinaceae)〉根粒樹木 

Casuarina equ:setzんha（モクマオウ、 トキワギョリュウ）(Coastノ 

Beach she-oak、 She-oaks Agoho(比)、 Australian pines Filao 

(Senegalfl(Syn C htorea)；オーストラリア～オセアニア～スリ 

ランカ；22'N -31 5'S；乾手3 -4 か月；年m旦750 -2,500mm ; 

海抜高0 -- 1.40Gm ；多少の冠水には酎える、シロアリに強い、裸根 

苗ー挿し木可能 

C ,加nghuhn,ana (Syn, C, montana)；インドネシア（ジャワ～小スン 

ダ列島）;5。N -2 '5；乾季4 -6 か月；年市量750 - 2,500mm ；侮 

抜高0 -3,loOm ；タイでは不稔のため挿し木で繁殖、根萌芽が旺盛 

(ア t ザ科(Chenopodiaceae)) 

Haloxyion persicum (White saksaul)；シナイ、イスラエル～中央 

夕、 ジブティには分布 しない );20oN~25oS; 年雨量 250~

1,ooomm; 海抜 高 0~1,250m

Bombax majabar ′cum( パ ンヤ )(Silk cotton tree 、 Red cotton

tree) (Syn B,ceiba 、 Saimaiia maiabarjca); 南 ア ジア原産 ;年

雨量 1,700~2,700mm; 海抜高 80~1,200m; スタンプ苗可

Ceiba pentandra( カポ ック )(Kapok 、 Silkcotton tree); 南 アメリ

カまたは中央アフリカの原産とされる ;年雨量 1,000~5,700mm;

海抜高 0~1,200m; スタンプ苗可

ochroma pyramida ′e(ハ ルサ )(Balsa)(Syn o jagopus); 中木 ~

南米 (ボリビア);19oN~20oS; 乾季 0~2 か月 ;年雨量 1,500~

3,ooomm; 海抜高 0~},ooo1n; 肥沃土壌を鮎む

くムラサキ科 (Boraginaceae) 〉

Cord ′a a"」odora( カナ レッテ )(Canalete 、 Laurel)(Syn C.gerasca ‐

ntjius); 中米、西 イン ド諸島、南米 (~ ペ ルー、ブラジル );20oN

~250S; 乾季 0~4 か 月 ;年雨量 1,000~4,ooomm; 海抜 高 0~

1,500m; スタンプ菌 ・直播き可能

〈モクマオウ科 (Casuarlnaceae) 〉根粒樹木

Cas はarlna equ{seofolla( モ クマ オウ、 トキ ワギ ヨリュウ )(Coast/

Beach she ‐oak 、 sheoak 、 Agoho( 比 )、 Australian pine 、 Filao

(Senegal))(Syn C 』itorea); オース トラリア ~ オセアニア ~ ス リ

ランカ ;22oN~315oS ;乾季 3~4 か月 ;年雨星 750~2,500mm;

海抜高 0~1,400m; 多少の冠水には耐える、シロアリに強い、裸根

苗・挿し木可能

C,ノunghuhmana(Syn.C. 川 omana); イン ドネシア (ジャワ ~ 小 ス ン

ダ列島);5oN~2oS; 乾季 4~6 か月 ;年雨量 750~2,500mm; 海

抜高0~3,loom; タイでは不稔のため挿し木で紫殖、板萌芽が旺盛

〈アカザ料 (Chenopodlaceae) 〉

Ha′oxy′on persicum(Whlte saksaul); シナ イ、 イスラエ ル ~ 中央
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アジア～モンゴル；25 -45ロN；年而量100 mm の地城でもみられる 

ほど耐乾性が極めて高い、塩類耐性も高い、砂丘固定；飼料 

くシクンシ科(Combretaceae)) 

Conocarpus Jane!んhus(Damas, Ghaab )；ソマリア北部～アラビア 

半島；乾季数か31；年雨量50 -400mm ；海抜高0 - i,000m ；飼料 

Tennina]:a brassjj (Dafo（ソロモン群島）)；ソロモン群島、ブーゲン 

ビル、ニユーアイルランド；4 ---i0 'S；乾季0 -i か月；年雨量2,000 

~ 5,000mm ；海抜高0 -500m ；深い土壌で生育良好 

T . brownii アフリカ西部・北部‘東部；半乾燥地；海抜高730 ~ 

2,000 m ；シロアリ抵抗性、乾燥耐性、薬用 

T catappa（モモタマナ）(Indian almond)；マレー半島、アンダマン 

諸島；年雨量750 - 2,000mm、 地下水位が十分高くなければ年雨量 

は少なくとも1,000mm 必要；海抜高0-300m 

T worensis (Idigh o （ナイジェリア）〕；西アフリカ（ギネア～カメルー 

ン）; 4 ~ii 'N；乾季0-2 か月；年雨量1,300 - 3,000mm ；海抜 

高0 -700 m 、多少の冠水には耐える、萌芽更新・スタンプ苗可能 

T sericea(Silver terminalia)；コンゴ～南アフリカ；海抜高450 ~ 

1,300m ；瘠悪土壌でも生育可能 

T superba（リンバ、アファラ）(Limba、 Afara)；西アフリカ（シエ 

ラレオネ～コンゴ）; 10。N -6 。S；乾季1~3 か月；年雨量1,300 ~ 

1,900mm ；海抜高0 - 500m ；深い士壌で生育良好、萌芽更新、ス 

タンプ苗可能 

〈ダティスカ科（Datiscaceae )) 

Octomeles suniatrana（エリマ（PNG)、 ビヌアン（比）)(Erima、 

Binuang) ；インドネシア、フィリピン、ニューギニア、ソロモン諸 

島；10 ' N -10'S；乾季0 -i か月；年雨量2,000 - 5,000mm ；海 

抜高O'-SOOm；深い土壌で生育良好、火に強い 
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アジア~ モンゴル ;25~45oN; 年雨量 loomm の地域でもみられる

ほど耐乾性が極めて高い、塩類耐性も高い、砂丘固定 ;飼料

〈シクンシ料 (Combretaceae) 〉

Conocarpus ′ancifo′‘us(Damas 、Ghalab); ソマ リア北部 ~ ア ラビア

半島 ;乾季数か月 ;年雨量 50~400mm; 海抜高 0~1,ooom; 飼料

Tenninajia brass"(Dafo( ソロモ ン群島 )); ソロモ ン群島、プーゲ ン

ビル、ニューアイルラン ド ;4~loos; 乾季 0~1 か月 ;年雨量 2,000

~5,ooomm; 海抜高 0~500m; 深い土壌で生育良好

T,brown ー′ アフリカ西部 ・北部 ・東部 ;半乾燥地 ;海抜高 730~

2,ooom; シロアリ抵抗性、乾燥耐性、薬用

T catappa( モモ タマナ )(lndlan almond); マ レル半島、アンダマ ン

諸島 ;年雨量750~2,ooomm 、地下水位が十分高くなければ年雨量

は少なくとも1,ooomm 必要 ;海抜高 0~300m

T 1vorens′s(ld1gbo(ナイジェリア)); 西アフリカ (ギネア~ カメルー

ン);4 ~1loN; 乾季 0~2 か月 ;年雨量 1,300~3,ooomm: 海抜

高 0~700m 、多少の冠水には耐える、萌芽更新 ・スタンプ苗可能

T sericea(Silver terminalia); コンゴ ~ 南 アフリカ ;海抜高 450 ~

1,300m; 椿悪土壌でも生育可能

T superba( リンパ、アファラ)(Limba 、 Afara); 西アフリカ (シエ

ラレオネ ~ コンゴ);looN~6oS; 乾季 1~3 か月 ;年雨量 1,300~

1,9oomm; 海抜高 0~500m; 深い土壌で生育良好、萌芽更新、ス

タンプ苗可能

〈ダティスカ科 (Datlscaceae) 〉

octome ′es sumatrana( エ リマ (PNG) 、 ピヌア ン (比 ))(Er1ma 、

Binuang); イン ドネシア、フィリピン、ニューギニア、 ソロモ ン諸

島 ;looN ん loos; 乾季 0~1 か 月 ;年雨量 2,000~5,00omm; 海

抜高 0~500m; 深い土壌で生育良好、火に強い



〈トウダイグサ科(Euphorbiaceae)) 

Croton megaiocaipus(Croton) ；ケニア、ウガンダ～ザンビア、モザ 

ンビーク；10'N'-15『S；乾季～6か月；年雨量600 ~ 1,600mm ; 

海抜高 (700 --) 1,200 -'2,400m 

Endospermuin peltatum（グバス）(Gubas) ；タイ半島部、アンダマ 

ン諸島、ボルネオ、スラウェシ、フィリピン；15。N -5 。S；湿潤熱 

帯；海抜高～1,00Gm 

Phyilanthus acidus（アメダマノキ）(Star berry、 Malay gooseberty) 

(Syn Cicca acida)；マダガスカルまたはインド～マラヤ；本来は 

湿潤熱帯、半乾燥地でも生育可；海抜高～1,00Gm ；果生食、若い葉 

は野菜がわり、根は薬用 

Euphorbia balsarnifera(Balsam spurge) (Syn E sepiu,m F iogerz) 

，カナリア諸島原産で西アフリカで野生化したとされている；年町 

量900mm 以下で生育；挿し木容易 

Euphorbia tiruca iii（アオサンゴ、 ミドリサンゴ）(Rubber hedge 

euphorbia 、 Finger euphoibia、 Milk bush) (Syn E rhipsaIioides、 

E . media、 E scoparia, F . viminalis) ；東アフリカ；乾季6 -Sか 

月；年雨量250 -'- 1,000mm ；海抜高U -'-- 2.000m ；挿し木容易 

くマメ科（Leguminosae)) 

次の3亜科に分けられる 

ネムノキ亜科（Mimosoideae） 調べられたものの91％が根粒樹木 

ジャケツイバラ亜科（Caesalpinioideae) " 28％が根粒樹木 

（ソラ）マメ亜科（Pap山onoideae) ク 98％が根粒樹木 

各亜科ごとに属名のアルファベット順に主な植栽樹種を挙げる 

〈ネムノキ亜科（M mosoideae)) 

Acacia albida →Paidherbia albida 

A auriculiformis(Northern black wattles Tan wattle) ; PNG, 

インドネシア（西イリアン）、オーストラリア；7 -20' S；乾季4 -
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〈トウダイグサ科 (Euphorb ーaceae) 〉

Cro「on megaiocaipus(Croton); ケニア、ウガ ンダ ~ ザ ンビア、モザ

ンビー ク ;looN~15oS; 乾季 ~6 か月 ;年雨量 600~1,600mm;

海抜 高 (700~)1,200~2,400m

Endosper 川 um pe′tatum( グバス )(Gubas); タイ半島部、ア ンダマ

ン諸島、 ボルネオ、スラウェシ、フィリピン ;15oN~5DS: 湿潤 熱

帯 ;海抜高 ~1,ooom

Phyj なnthus acーdus( アメダマノキ )(Star berry 、 Malay goosebeny)

(Syn Cicca acma); マダガスカルまたはインド~ マラヤ ;本来は

湿潤熱帯、半乾燥地でも生育町 ;海抜高 ~1,ooom; 果生食、若い葉

は野菜がわり、根は薬用

Eupi}orbia ba′sam′fera(Balsam spurge)(Syn E sepmm 、 E iogen)

;カナリア諸島原産で西アフリカで野生化したとされている ;年雨

量90om m 以下で生育 ;挿し木容易

Eup ′ヱorbia "ruca ′"( ア オサ ンゴ、 ミドリサ ンゴ )(Rubber he d g e

euphorbIa 、Fーnger eupho ーbia、 MI1k bush)(Syn E rhめ sa〃ojdes 、

E, media 、 E scopar ′a、 E,v-mina ′′s); 東アフリカ ;乾季 6~8 か

月 ;年雨量 250~1,ooomm; 海抜高 0~2,ooom; 挿し木容易

くマメ科 (Legumlnosae) 〉

次の 3亜科に分けられる

ネムノキ亜科 (Mimoso1deae) 調べられたものの 91% が根粒樹木

ジャケツイバラ亜科 (Caesalpinloldeae) 夕 28% が根粒樹木

(ソラ)マメ亜科 (Papillonoldeae) ル 98% が根粒樹木

各亜科ごとに属名のアルファベット順に主な植栽樹種を挙げる

くネムノキ亜料 (Mmoso1deae))

Acacia a′b′da 一 Fa 川 herbia a′b′da

A auricu 〃form ‘s(Nortbern black wattle 、 Tan wattーe);PNG 、

インドネシア (西イリアン)、オーストラリア ;7~20oS; 乾季 4~

‐ lo-



6か月（たたし、湿潤気候でもよく成長）；年雨量1,300 --'1,800mm ; 

海抜高0 -600m；多少の冠水には酎える、大抵の土壌に適応、直播 

き可能 

A . catechu（アセンヤクノキ）(Catechu tree) ；タイ～インド（文献 

によっては、東アフリカまで分布） ；乾季8か月でも酎える；年雨 

i 500 '- 1,500mm ; S 抜高 0 - 1,000m 

A holosencea オーストラリア；11-' 24 'S；年雨量125 ~ 1,500mm 

（約50％は300 - l,lOOmm、 最も乾燥したところが125mm )；海抜 

高0 -750m ; A cole!, A . neurocarpa などの近縁種と区分する 

見解もある 

A , mangium （マンギウムアカシア）(Brown salwood, Black wattle) 

(Syn A glaucescens)；インドネシア（モルッカ諸島、西イリア 

ン）、PNG、オーストラリア北部；1- 18.5'S；乾季3-4 か月；年 

雨量900 -'2,150mm ；海抜高0 -800m；季節的な冠水には耐える、 

瘠悪土壌に生育、裸根苗も可能 

A meanisii（モリシマアカシア）(Black wattle) (Syn A decurrens 

var. rnollis )；オーストラリア（タスマニア、ビクトリア、クインズ 

ランドなど）; 25 - 43 'S；乾季2 -3 か月；年雨量700 -

2,000mm；海抜高100 -2,50Gm ；耐陰性、侵入定着性が強い、直 

播き可能 

A . nilotica 熱帯・亜熱帯アフリカおよひアラビア半島東南部～イン 

ド西部（ただし、アフリカに分布するのはsubsp ni)oUca、アシアに 

分布するのは他の亜種）;30'N-30 "5；乾季6~9 か月；年而量加0 

~ 1,400mm(而量よりもむしろ高い地下水に依存）；海抜高0 -

1,850m ；季節的な冠水に耐え、瘠悪土壌・アルカ)土壌に耐える、 

乾季に葉を残す、直播き一挿し木可能 

A senegal（セネガルアカシア）；アフリカ東部～西部・南部、インド、 

パキスタン；30 'N -'-30 'S；乾季6~8 か月（1］か月でも耐える）; 
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6か月 (たたし、湿潤気候でもよく成長); 年雨量 1,300~1,800mm ,

海抜高 0~600m; 多少の冠水には耐える、大概の土壌に適応、直播

き可能

A,catechu( アセ ンヤ クノキ )(Catechu tree); タイ ~ イ ン ド(文献

によっては、東アフリカまで分布); 乾季 8か月でも耐える ;年雨

量 500~1,500mm; 海抜高 0~1,ooom

A 慮りose"cea オー ス トラリア ;11~24DS: 年雨量 125~1,500m m

(約 50% は 300~1,loomm 、最も乾燥 したところが 125mm); 海抜

高 0~750m;A co′ei、 A.neurocarpa な どの近縁種 と区分す る

見解もある

A,mang-um( マ ンギウムアカシア )(Brown salwood 、 B1ack wattle)

(Syn A g』aucescens); インドネシア (モルツカ諸島、西イリア

ン)、 PNG 、オース トラリア北部 ;1~18,5oS; 乾季 3~4 か月 ;年

雨星 900~2,150m m; 海抜高 0~800m; 季節的な冠水には耐える、

痔悪土壌に生育、裸根苗も可能

A mearns ′/(モ リシマアカシア )(Bーackwattle) (Syn A decur 「ens

var,mo 山 sE オース トラリア (タスマニア、 ビク トリア、 クインズ

ラン ドな ど );25 ~ 43 oS; 乾季 2 ~3 か月 ;年雨 量 700 ~

2,ooom m; 海抜高 100~2,500m; 耐陰性、侵入定着性が強い、直

播き可能

A.ndobca 熱帯 ・亜熱帯アフリカおよびアラビア半島東南部 ~ イン

ド西部 (ただし、アフリカに分布するのは subsp n′iohca、アシアに

分布するのは他の肺種 );30oN~30os; 乾季 6~9 か月 ;年雨量 200

~1,400m m( 雨量 よりもむしろ高い地下水に依存 ); 海抜高 0~

1,850m; 季節的な冠水に耐え、樽悪土壌 ・アルカリ土壌に耐える、

乾季に葉を残す、直播き・挿し木可能

A senega′(セネガルアカシア); アフリカ東部~ 西部 ・南部、インド、

パキスタン ;30oN~30os; 乾季 6~8 か月 (11か月でも耐える);
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年雨量200 ~ 500mm ；海抜高0 -' 1.700w 

A toitiiis 4亜種に分けられるが、ここでは3 jI種のみ挙げる 

A tortilis subsr raddiana (Syn A raddiana)；中型、樹高＜ 

lOm ；アフリカ西部・北部・北東部、アラビア1「島；5-30。N；乾 

季6 -8 か月；年市旦100 -800mm；海抜高0 -1,000w ；痛悪な 

浅いL壌にも生育 

A toni/is subsp torb /is (Syn A spirocarpa var m inor, 

Mimosa torn/is)；小型、樹高2 -6w ；アフリカ北東部、アラビア 

半島0 - 30 'N；乾季、年Iii量、海抜高の具体的な情報は不計 

A torn/is subsp spirocarpa (Syn A , spirocarpa, A spirocaxpa 

var major)；アフリカ東部；12。N -25 'S ；乾季、年iii量、海抜 

高の具体的な情報は不詳 

Albizia 血lcataria - Paraseriantlies falcataria 

A Iebbek(A , /ebbeck)（ビルマネム）(SinIs, Kokko, Indias 

walnut) (Syn. Mimosa lebbeck, M sirissa)；パキスタン、イン 

ド（アンダマン諸島を含む）、パングラデシュ、 ミヤンマー；11-27 

ロN；乾季2 -flか月；年而量500 -2,500mm ；海抜高0 - 1.600w ; 

シロアリに強い、根萌芽旺盛、スタンプ苗可能、直播き可能 

A . saman（アメリカネム）(Rain-tree , Monkeypod tree) (Syn 

Samanea sainan, Pithecellobium saman, Pithecolobium 

sa man) ；メキシコ南部、グアテマラ、エクアドル、ベネズエラ；11 

'N -- YS ；乾季2-4 か月；年雨量760 -3,000mm ；海抜高0 -

700m ；季節的な冠水に耐える 

Call/an dra calothyrsus（ベニゴウカン）(Syn, C , confusa)；中央ア 

メリカ；10 - 18 ' N ；乾季2-4 か月；年雨量1,000 -3,000mm , 

海抜高150 ~ 1,500w ；瘠悪な上壌・堅密な土壌に耐える、侵入定着 

性が強い、直播き・裸根苗・大枝挿し可能 

Faidherbia albida(Kad, Winter thorn) (Syn Acacia aibida)；ア 
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年雨量 200~500mm: 海抜 高 0~1,7001n

A fo自由s 4亜種に分けられるが、ここでは 3亜種のみ挙げる

A tor"′′s subsp radd‘ana(Syn A raddiana); 中型 、樹 高く

1om; アフリカ西部・北部 ・北東部、アラビア半島 ;5~30QN; 乾

季 6~8 か月 ;年雨星 100~800m m; 海抜高 0~1,ooom; 癖悪な

浅い仁壊にも生育

A to自 由 s subsp for 旧 居 (Syn A spiroca 「pa var ′nlnor 、

M′mosa to陸中 s): 小型、梅 島 2~6m; アフ リカ北東部、アラビア

半島 0~30oN; 乾季、合川i量、海抜院の具体的な情報は不言f

A formis subsp sp‘rocarpa(Syn A,sp!rocarpa 、 A sp!rocaipa

var ma ノor); ア フ リカ東部 ;12oN~250S; 乾季 、年雨量、海抜

高の具体的な情報は不評

A′b′z‘a fa′Catana 一 Paraser ′a刀"ヱes なにafar′a

A ‘ebbek(A 1ebbeck)( ビ ル マ ネ ム )(S ぱ 1s、 KokkQ 、 lndian

walnut)(Syn. M′mosa !ebbeck 、 M s-r-ssa); パ キスタン、 イン

ド(アンダマン諸島を含む)、バングラデシュ、ミャンマー ;11~27

0N; 乾季 2~6 か月 ;年雨量 500~2,500mm; 海抜 高 0~1,600m;

シロアリに強い、根萌芽旺盛、スタンプ苗可能、直播き可能

A.saman( ア メ リカ ネム )(Ra1n ‐tree 、 Monkeypod tree) (Syn

samanea sama" 、 P ば hece"obiu m sama 刀、 P! 琉 ecoJobium

sa川 an}; メキ シコ南部、グアテマ ラ、エクア ドル、ベネズエラ ;1l

oN~5oS; 乾 季 2~4 か 月 ;年雨量 760~3,ooomm; 海抜 嵩 0~

700m; 季節的な冠水に耐える

Ca′!′andra ca′othyrsus( ベニ ゴウカン)(Syn,C,confusa); 中央ア

メリカ ;10~18oN; 乾季 2~4 か 月 ;年雨量 1,000~3,ooomm ,

海抜高 150~1,500m; 樽悪な上壌 ・堅密な土壌に耐える、侵入定着

性が強い、直播き・裸根苗・大技挿し可能

Famherb ′a a′bma(Kad 、 Winter thorn)(SynAcacia a′bjda); ア
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フリカ（北部、南部の一部を除く）、イスラエル、レパノン、イエー 

メン；35。N -26"5；乾季6 -9 か月；年雨量250 - 1,100mm ；海 

抜高0 -2,000m、高い地下水位が必要といわれる；ある樹齢になる 

と、雨季の初めに葉を落し、乾季には葉を着けている、冠水には耐 

える、直播き可能 

Leucaena leucocephala（ギンネム）[(GianUipil-ipil（比）、 Lamtoro 

（インドネシア）] (Syn L, glauca)；メキシコ南部～サルバドル；13 

-27 'N；乾季2-6 か月；年雨量600 -1,700mm 、ただし、250mm 

でも生育の事例；海抜高0 -800m；樹高がSm くらいまでのハワイ 

タイプ、樹高が20m 程度まで伸びるサルバドルタイプ、iSm 程度ま 

で伸びるペルータイプがあり、熱帯各地で広く植えられ、野生化し 

ているのはハワイタイプとされている。このハワイタイプが16世紀 

の後半にフイリピンに持ち込まれ、その後、太平洋諸島に広がった 

といわれる；初期に耐陰性あり、侵入定着性強い、萌芽更新可能 

Parkia javanica（フサマメノキ）(Syn P roxburghu)；ミヤンマー、 

タイ、半島マレーシア、インドネシア；年雨量1,000 -Z000mm ; 

P . speciosa もシノニムとする説がある 

P . biglobosa (Locust bean tree) (Syn Mimosa biglobosa); 77 リ 

カ西部（セネガル～ガーナ）;5 -15'N；乾季3-7 か月；年雨量400 

~ 1,500mm / 500 - 700mm ；海抜高0 -30 0m ；コウモリが授粉、 

根萌芽 

Parasenanthes faicatana（モルッカネム）(Moluccan sau（比）、 

Sengon laut（イ ン ドネシア）(Syn, Aibizia 血Icataria, A 

hIcata) ; PNG、西イリアン、ソロモン諸島、モルッカ諸島；3'N 

---10 'S；乾季0~2 か月；年雨量2,000 -4,000mm ；海抜高0 -

2,000m；スタンプ苗可能 

Prosopis chilensis (Algarrobo blanco、 Algarrobo de Chile)；ぺ 

ルー南部海岸地帯、チリ中部；15 -25'S；乾季8 -10か月；年雨量 
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フリカ (北部、南部の一部 を除 く)、 イスラエル、 レバ ノン、 イェー

メン ;35oN~26oS; 乾季 6~9 か月 ;年雨量 250~1,loomm; 海

抜高 0~2,ooom 、高い地下水位が必要といわれる ;ある樹齢になる

と、雨季の初めに葉を落し、乾季には栄を着けている、冠水には耐

える、直播き可能

Leucaena ′eucocepha ′a(ギ ンネム )[(G1ant) ーpll‐ipil(比 )、 Lam to ro

(インドネシア)](Syn L giauca); メキシコ南部 ~ サルバ ドiし ;13

~27oN; 乾季 2~6 か月 ;年雨量 600~1,700mm 、 ただ し、 250mm

でも生育の事例 ;海抜高 0~800m; 樹高が 5m くらいまでのハワイ

タイプ、橘高が 20m 程度まで伸びるサルバ ドルタイプ、 15m 程度ま

で伸びるペルータイプがあり、熱帯各地で広く植えられ、野生化し

ているのはハワイタイプとされている。このハワイタイプが 16世紀

の後半にフィリピンに持ち込まれ、その後、太平洋諸島に広がった

といわれる ;初期に耐陰性あり、侵入定着性強い、萌芽更新可能

Park-a ノavan′ca( フサマ メノキ )(Syn p roxburgh “); ミャ ンマー、

タイ、半島マレーシア、インドネシア ;年雨量 1,000~2,00omm;

P,spec ′osa もシノニム とす る説がある

P, big′obosa(Locust bean tree)(Syn M′mosa bjg′obosa); アフ リ

カ西部 (セネガル~ ガーナ);5~15oN; 乾季 3~7 か月 ;年雨量 400

~1,500mm/500~700mm; 海抜 高 0へ 300m; コウモ リが授粉、

根萌芽

Parase 「ja m ねes faicataria( モ ル ツカ ネム )(Moluccan sau( 比 )、

Sengon laut( イ ン ドネ シ ア )(Syn,Aj 棚 zia fa′ca[aria 、 A,

falcata);PNG 、西イリアン、ソロモン諸島、モルツカ詣鳥 :3oN

~100S; 乾季 0~2 か 月 ;年雨量 2,000~4,ooomm; 海抜 高 0~

2,00om; スタンプ苗可能

ProsoP ′s ch′′ensjs(AIgarrobo blanco 、 AIgarrobo de Chile); ペ

ルー南部海岸地帯、チリ中部 ;15~25oS; 乾季 8~10 か月 ;年雨量

‐ 13 一



200 -600mm ；海抜高0 - 2,500m ；侵人定着性強い、直播き可能 

P julillora(Mesquite, Algarrobo) ; USA 西部～南米北部（ェクア 

ドル）;3YN -4 '5；乾手6-S か月；年而量150 - 1200mm ；海 

抜高0 ---2'000m；多少の塩類土壌には耐える、侵入定着性強い、萌 

芽更新、根萌芽性、直播き・スタンプ苗可能 

Sanianea saman - A ]bizia saman 

（ジャケツイバラ亜科(Caesalpinioideae)) 

Acrocarpus fraxinifolius(lndian ash, Shingle tree)；インド西部 

～ミャンマー；23 -27 。 N ;乾季0 -4 か月；年雨量1.100 ~ 

1.600mm；海抜高0 - 1,500m 

Bauhinia purpurea（ムラサキソシンカ）(Purple bauhinia) (Syn B 

triandra) ；インド原産；花木 

B iufescens (Syn Adenolobus rufescens, Piliostigma rules 

cen s)；サヘル全地域、近接のスダン帯（セネガル～モーリタニア～ 

エチオピア）;5 -20'N；耐乾性高く、立地適応性も高い；薬用な 

ど多目的樹種；小型、樹高<Sm、萌芽更新良好 

B . variegata（フイリソシンカ）(Camel's foot)；南アジア；年雨量 

760 -2,100mm；海抜高0 -'-L700 m ；直播きI『能、萌芽更新良好 

Cassia fistula（ナンバンサイカチ）(Indian laburnum, Golden 

shower) ；インド、スリランカ～タイ、マラヤ；5~25 'N；乾 

季？；年而量500 -3,000mm ；海抜高～1,200m ；立地適応性高い 

C siamea（タガヤサン）(Syn Senna siarnea、 C florida)；インドネ 

シア～スリランカ；1-20'N；乾季4 -6 か月のモンスーン気候が 

よいが、湿潤気候から乾燥気候まで適応範囲が広い；年雨量650 ~ 

1.500mm、 根系が地下水に達すれば500 -700mnV年の雨量でも耐 

える；海抜高0 - l,000m ；シロアリに強い、根萌芽旺盛、直播き‘ 

スタンプ苗可能 

C . spectabilis 中米～南米北剖に年雨量800 - 2,000mm 、 タガヤサ 

一14 ー 

200~600m m: 海抜高 0~2,500m; 侵人定着性強い、直播き可能

P ju′if′ora(Mesquite 、 Aーgarrobo);US 八 四部 ~ 南米北部 (エ クア

ドル );35oN~4oS; 乾季 6~8 か月 ;年雨量 150~1,200mm; 海

抜高 0~2,ooom; 多少の塩類土壌には耐える、侵入定着性強い、萌

芽更新、根萌芽件、直播き・スタンプ苗可能

Samanea saman → Aib ′zia sama n

くジャケツイバラ亜科 (Caesa1pm10zdea 〉

Acrocarpu fra恩田 iD′ms(lndian ash 、 Shlng ーetree); イン ド西部

~ ミャ ンマー ;23 ~27o N; 乾季 0 ~ 4 か 月 ;年 雨量 1,100 ~

1,6oomm; 海抜 高 0~1,500m

Bau 加川 a purpurea( ムラサキソシンカ )(Purple bauhlnla)(Syn B

[riandra); インド原産 ;花木

B ーufescens(syn Ade"o ′obUs r{」fescen P′′!ost壌 ma rufes

cens); サヘ ル全地域、近接 のスダン帯 (セ ネガル ~ モー リタニア ~

エチオピア);5~20oN; 耐乾柊高く、立地適応性も高い ;薬用な

ど多目的樹種 ;イ・型、樹高く 8m 、萌芽更新良好

β,vanegata( フイ リソシンカ )(Camel's foot); 南 アジア ;年雨量

760~2,loomm; 海抜島 0~L700m; 直播き可能、萌芽更新良好

Cass 履 行stu!a( ナ ンバ ンサ イカチ )(lndian laburnum 、 Golden

sho ver); イ ン ド、 ス リラ ンカ ~ タ イ、マ ラヤ ;5~25oN; 乾

季 ?; 年雨量 500~3,ooom m; 海抜高~1,200m; 立地適応性高い

C S-amea( タガヤサ ン)(Syn sennas ′amea 、 C f!onda); イ ン ドネ

シア~ スリランカ ;1~20oN; 乾季 4~6 か月のモンスーン気候が

よいが、湿潤気候から乾燥気候まで適応範囲が広い ;年雨量 650~

1,500mm 、根系が地下水に達すれば 500~700mm/ 年の雨量でも耐

える ;海抜高 0~1,ooom; シロアリに強い、根萌芽旺盛、直播き・

スタンプ苗可能

C.specrabi ′-s 中米 ~ 南米北部 ;年雨量 800~2,ooomm 、 タガヤサ
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ンよりも乾燥にや、弱い；海抜高970 ~ 1,900m ；スタンプ苗可能 

Delonix regia（ホウオウホク、カエンボクともいう）(Flamboyant、 

Poinciana) (Syn Poinciana regia)；マダガスカル；12 -25'S , 

乾季6か月；年iii量700 -1800mm ；海抜高0 -2,000m；土壌を選 

ばない、スタンプ苗可能、挿し木容易 

Ints,a bijuga（タイヘイョウテツボク）[Borneo teakS Ipil（比）、 

Merbau（マレーシア刃；南太平洋～マダガスカル；湿潤低地 

Parkmnsonia aculeata (Florsebean. Jerusalem thorn); USA m 

部～アルゼンチン（ペルーまでという説もある）；幻‘N-3YS (10'S 2 ) 

；乾季～9か月；年雨量200 - 1,000mm (300 -400mm あれぱ十 

分）；海抜高0 - 1,300m ；塩類土壌には耐えるが冠水には弱い、挿 

し木容易 

PeItophorum pterocarpuni (Cnppei podS Yellow flame) (Syn P 

たFF0群neum、 P inernie)；スリランカ、インド南部、マレーシア； 

1- 15'N；乾季4 -6 か月；年雨量1,000 - l,S00mm ；海抜高0 -

1,000m ；瘠悪土壌に耐える、萌芽更新、スタンプ苗・大型挿し木可能 

Senna siawea -' Cassia siamea 

Tarnarindus inthca（タマリンF) (Tamarind) (Syn T occidentabs、 

T officinalis)；熱帯アフリカ；年雨量0 ---1,400mm ；海抜高1,000 

- 1,500m ；乾燥には極めて強いが、初期成長が著しく遅い 

〈マメ亜科（Pa pilio no idea e )> 

Daibergia cochinchinensis（シタンー複数種に対する共通の和名とす 

る説もある）(Siam rosewond)；インドシナ半島～タイ， 

D melanoxyion アフリカ西部・東部・南部（＋インド？)；半乾燥地 

から準湿潤地帯 

D . sissoo （シッソー）(Sissoo) ；インド（インダス～アッサム）;23 -

30。N；乾季～6か月；年附量500 -4,000mm ；海抜高0-1,500m , 

根萌芽性、スタンプ苗・挿し木可能 
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ンよりも乾燥にやり渇い ;海抜高 970~1,90om; スタンプ苗可能

De′omx regia( ホ ウオウホ ク、 カエ ンボクともい う)(F1amboyant 、

Po1ー1ciana) (Syn Pomqana 「eg′a); マ ダガスカル ;12~25oS;

乾季 6か月 ;年雨量 700~1,800mm; 海抜高 0~2,ooom; 土壌を選

ばない、スタンプ苗可能、挿し木容易

抗 鵜川 buuga (タイヘ イヨウテ ツボ ク )[Borneo teak 、 lp11(比 )、

M rbau( マレーシア)]; 南太平洋 ~ マダガスカル ;湿潤低地

Parkinson ーa acu′eata( トlorsebean 、 Jerusalem tborn);USA 南

部~ アルゼンチン(ペルーまでという説もある): 綿 oN~ 灘 oS(loos ?)

;乾季 ~9 か月 ;年雨量 200~1,ooom m(300~400mm あれば十

分); 海抜高0~1,300m; 塩類土壌には耐えるが冠水には弱い、挿

し木容易

Peヱtophomm pterocarp"m(Coppe.pod 、 Yelーow fーame)(syn p

lerrugmeum 、 P inerme); ス リランカ、 イン ド南部、マ レーシア ;

1~15oN; 乾季 4~6 か 月 ;年雨量 1,000~1,800mm; 海抜高 0~

1,ooom; 楕悪土壌に耐える、萌芽更新、スタンプ苗・大型挿し木可能

se 力力a s′amea 一 Cass ′a szamea

Tamarindus 中心 ca( タマリンド)(Tamarind)(Syn T occidentaj!s 、

T o"′cina′′s); 熱帯アフリカ ;年雨量 0~1,400mm; 海抜高 1,000

~1,500m; 乾燥には極めて強いが、初期成長が著しく遅い

〈マメ亜科 apillonoideae) 〉

Dajbergja cochinchinens′s(シタン‐複数種に対する共通の和名とす

る説もある)(S1am rosewood); インドシナ半島~ タイ ;

D me′anoxy/on アフリカ西部 ・東部 ・南部 (十インド ?); 半乾燥地

から準湿潤地帯

D.s ′ssoo( シ ッソー )(Sissoo); イ ン ド(イ ンダス ~ ア ッサ ム );23~

30oN; 乾季 ~6 か月 ;年雨量 500~4,ooomm; 海抜高 0~1,500m:

根萌芽性、スタンプ菌・挿し木可能



Erythrina crista-galli（アメリカデイコ）(Syn E laurtfolia)；ブラ 

ジル；準湿潤気候 

E . md;ca （デイコ、カイコウズ）(Syn E . onental,s. E cai item)；イ 

ンド～東南アジア；年雨量500 ~L500 mm ；沖縄県々花 

E Sen Cgalensis セネガルーチャド、力メルーン、ガホン；半乾燥地 

Gliricidia septum [Madre de cacaoS Madero negro（ラテンアメ 

リカ）、Kakawati（比）、Gamal（インドネシア月；中米とくにメキシ 

コ～南米北部；6 -19 'N；乾季4 -6 か月；年雨量800 ~ 

2.300mm ；海抜高は普通には500 m までとされるが、原産地では 

1,60Dm にも見られる；挿し木の発根性が極めて高い、瘠悪上壌に耐 

える、萌芽更新 

Pongamia pinnata（クロョナ）(Pongam, Ponga、 Indian beech) 

侶yn P glabia、 Derns indica)；熱帯アジア～オーストラリア， 

25 - N -25 - S；湿潤低地熱帯；年市量500 ~ 2, 500mm ；海抜高～ 

1,200m ；挿し木容易、直播き可、耐陰性 

Pterocarpus indices［カリン、ヤエヤマシタン（沖縄）、インドシタ 

ン‘Daib erg/aのシタンと混乱するので、カリンをもちいるほうが 

よい］[Narra （比）、Sonokembang（イ ンドネシア）、Fadauk( ミヤ 

ンマー）、Pradoo（タ イ』；ミヤンマー～ニューギニア；25 'N -8 ' 

S；湿潤気候；海抜高0 - 1.30Dm；スタンプ苗・挿し木可能 

Sesbania grandiflora（シロゴチョウ）[Sesban、 Katurai（比月[Syn 

S一和rmosa、 Agati grand/flora] ；インド～フィリピン、インド 

ネシア（原産は南アジアとする説もある) ; 10 'S -20。N；乾季0~3 

か月；年雨量1,000 - 2,000mm ；海抜高0 -800m 

S sesban（ツノクサネム）(River bean、 Ses加nia) (Syn. S. aegyptiaca) 

東アフリカ（エジプト？)；年雨量350 -1,000mm；海抜高1,200m 程度 

までは生育できる（インド）；冠水に耐える、山引き苗‘直播き可能 

- 16ー 

Erythrma crista a"i( ア メ リカデイコ )(Syn E ′aunfo ′′a); ブラ

ジル ;準湿潤気候

E.ind にa( デイコ、 カイコウズ )(Syn E,orle 〃fa′-s、ど camera); イ

ンド~ 東南アジア ;年雨量 500~1,500mm: 沖縄県々花

E senegalens-s セ ネガル ~ チ ャ ド、 カメルー ン、 ガホン ;半乾燥地

G′!r‘c′d′a sep 粥川 [Madre de cacao 、 Maderonegro( ラテ ンアメ

リカ)、 K akawatl( 比 )、Gamal( インドネシア)];中米とくにメキシ

コ ~ 南米北部 ;6 ~19 oN; 乾季 4 ~ 6 か月 ;年雨量 800 ~

2,300mm; 海抜高は普通には 500m までとされるが、原産地では

1,600mにも見られる ;挿し木の発根性が極めて高い、清悪七壌に耐

える、萌芽更新

Pongam ′a p′〃nata (ク ロヨナ )(Pongam 、 Ponga 、 lndian beecl・)

(Syn P g′abia 、 Derns md ′ca); 熱帯 アジア ~ オース トラリア ;

25oN~25oS; 湿潤低地熱帯 ;年雨量 500~2,500mm; 海抜高~

1,200m; 挿し木容易、直播き可、耐陰性

Pteroca 「pus ーndicus[ カ リン、ヤエヤマ シタン Gill縄 )、 イン ドシタ

ン .Dajberg 焔のシタンと混乱するので、カリンをもちいるほうが

よい] [N arra(比 )、Sonokembang( インドネシア)、 Padauk( ミャ

ンマー )、 Pradoo( タイ)〕 ; ミャンマー ~ ニューギニア ;25oN~80

5: 湿潤気候 ;海抜高 0~1,300m; スタンプ苗 ・挿し木可能

Sesbanja grandiflora( シロゴチ ョウ )[Sesban 、 Katurai( 比 )][Syn,

S.f ormosa 、 Agat ′grandi 打ora]; イ ン ド~ フ ィリピン、 イン ド

ネシア (原産は南アジアとする説もある);loos~20DN; 乾季 0~3

か月 ;年雨量 1,000~2,ooomm; 海抜高 0~800m

s sesban( ツノクサネム)(R1verbean 、 Ses脳 nia)(Syn,S,aegypt ′aca)

東アフリカ(エジプト?); 年雨量 350~1,ooomm; 海抜高 1,200m 程度

までは生育できる(インド); 冠水に耐える、山引き苗・直播き可能
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〈センダン科(Meliaceae)) 

Azathrachta inthca（インドセンダン、ニーム) (Neem、 Nim) (Syn 

Melia azathrachta、 M indira)；パキスタン、インド、ミャンマー 

（スリランカ、マレーシア、インドネシア、タイ、カンポジア）; 10 

--25'N；乾季5 -7 か月；年雨量450 -1,200mm 、ただし130mm! 

年の雨量でも耐える；海抜高0 --- 1.500m ；侵入定着性強い、萌芽性 

強い、スタンプ苗・直播き可能 

Cedrela odorata（セドロ）(Spanish cedars Cedro )；中米、南米 

（メキシコ～ボリビア、アルゼンチン）;26。N -28。S；乾季2 -4 か 

月；年雨量1,200 - 2,500mm ；海抜高0 - 1.500m ；パラグアイでい 

うCed roはC fzssil,sである 

Kh aya w01 ensis（アフリカマホガニー）(Aftican mahogany, 

Lagos mahogany\ Acajou )；コートジボアール～ガボン～アンゴ 

ラ（北端）; IO。N -5 。S；湿潤低地；半乾燥地にはK senegalensis, 

中間にはK grand」加hulaが分布する 

K senegalensis（ドライマホガニー）(Dry African mahogany)；ア 

フリカ西部～中央部；8 -15。 N ；乾季5 -7 か月；年雨量700 ~ 

1,500mm ；海抜高0 - 1,800m ；土壌適応性広い、幼齢期耐陰性、裸 

根苗・スタンプ苗可能 

Me /ia azedarach（センダン、 タイワンセンダン）(Bead tree, 

Persian lilac, Paraiso （ラテンアメリカ）)；西南アジア（～日本）；年 

市量600 -1,000mm ; if激高～2,000m、アフリカでは低地から中位 

の高度かよいとされる 

Swietenia macrophylla(（オオバ）マホガニー）((Large-leaf) 

mahogany, Caoba)；中米、南米（メキシコ～ベネズエラ、ブラジ 

ル）;20。 N - 18'S；乾季0 -4 か月；年雨量1,600 -4,000mm ；海 

抜高50 - 1,400m ；幼齢期耐陰性、萌芽性良好 

〈センダン料 (Mellaceac) 〉

Azad ・rachta ′ndーca( イン ドセ ンダン、ニーム )(Neem 、 Nim)(Syn

Meha azadirachta 、 M ind′ca); パキスタン、イン ド、 ミャンマー

(スリランカ、マレーシア、インドネシア、タイ、カンボジア); 10

~25 心N; 乾季 5~7 か月 ;年雨量 450~1,200mm 、ただ し 130mm/

年の雨量でも耐える ;海抜高 0~1,500m; 侵入定着性強い、萌芽性

強い、スタンプ菌 ・直播き可能

Cedre ′a odorata( セ ドロ )(Spanlsll cedar 、 Cedro); 中米、南米

(メキシコ ~ ボ リビア、アルゼ ンチ ン);26oN~28oS; 乾季 2~4 か

月 ;年雨量 1,200~2,500mm; 海抜高 0~1,500m; パラグアイでい

うCed roは C 1・ssj′馬である

Khaya ′vo ーei1sーs (ア フ リ カ マ ホ ガ ニ ー )(Af11can mal ・ega11y 、

Lagos mahogany 、 Acaiou); コー トジボアール ~ ガボ ン ~ ア ンゴ

ラ(北端);1ODN~ S; 湿潤 1氏地 ;半乾燥地には K senega′enszs、

中間には Kgrandifono 店が分布する

K senega ′ens′s( ドライマホガニー )(Dry Afrーcan mahogany); ア

フリカ西部 ~ 中央部 ;8~15oN; 乾季 5~7 か月 ;年雨量 700~

1,500mm; 海抜高 0~1,800m; 土壌適応性広い、幼齢期耐陰性、探

根苗・スタンプ苗可能

Me ′-a azedara 輸 (セ ン ダ ン、 タ イ ワ ンセ ンダ ン )(Bead tree 、

Persーan lllac、 Paralso( ラテンアメリカ)); 西南アジア (~ 日本); 年

雨量 600 ~1,ooomm; 海抜高 ~2,00om 、アフリカでは低地から中位

の高度がよいとされる

S 、vieten な macrophy 〃a(( オ オ パ )マ ホ ガ ニ ー )((Large ‐leaf)

mahogany 、 Caoha); 中米、南米 (メキ シコ ~ ベ ネズエ ラ、ブラジ

ル );200N~18oS; 乾季 0~4 か 月 ;年雨量 1,600~4,00omm; 海

抜高 50~1,400m; 幼齢期耐陰性、萌芽札良好
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〈クワ科（Moraceae)) 

Artocarpus alt,hs(パンノキ) (Bread-fruit trees Bread-nut tree) 

(Syn A incisus, A comnlun,s)；年mt2,o00 --3,000mm ;海 

抜高～600 m ；湿潤‘肥沃で排水性の良い土壌を好む 

A heterophyi!us（パラミツ）(Jack-fruit tree, Nangka) ；インド 

（アソサム、ガッツ山脈）～ミヤンマー；年“」量1,500mm <；海抜高 

400 - 1,200m；排水性の良い肥沃な土壌を好む 

Chiorophora excelsa（イロコ）(Iroko, Mvule)；熱帯アフリカ（ガ 

ーナ～東海岸）; 10 。 N -5 ロS；乾季0~3 か月；年町量1,000 ~ 

1,800mm ；海抜高0 - 1,200m ；根萌芽旺盛、スタンプ苗可能 

（ワサビノキ科(Moringaceae)) 

Monnga aleifeia（ワサビノキ）(Horse-radish tree) (Syn. M 

pterygospenna、 Ilyperan thenなと）；バキスタン北東部、イン 

ド西ベンガルの北部（ヒマラヤ山麓の丘陵地）；乾燥耐性が高い；年 

雨量750 -2,200mm ；海抜高～1,400m ；挿し木‘直播き可能、 

M stenopetaia アフリカ北東剖に乾燥耐性が高い；年雨量500 ~ 

1.000mm 

〈フトモモ科（Myrtaceae)) 

Eucalyptus a/bョ (Poplar gum)；オーストラリア、インドネシア、 

PNG ;6 - 17 5 'S；乾季～8かTI；年雨量750 -2,000mm ；海抜高 

0 - 500 m 

E brassiana (Cape Yotk red gum)；オーストラリア、PNG ; 6 -

18 'S；乾季2-3 か'Fに年雨量1,000 - 1,500mm ；海抜高？ 

E . camaldulensjs (Rivet red gum) (Syn E rostrata)；オースト 

ラリア；15 -38'S(15 ----3VSを北方系、32 -38'5を南方系とする 

説もある）；乾季4 -8 か月またはそれ以上；年m量250 '-625mm , 

海抜高30 -600m；季節的冠水には耐える、多少の塩類土壌にも耐 

える、萌芽更新可能 
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〈クワ料 (Moraceae) 〉

Artocarpus a助力s(パ ンノキ )(Bread ‐frult trce 、 Bread ‐nut tree)

(Syn A ′nc′sus 、 A com mun ーs); 年雨量 2,000~3,00omm; 海

抜高 ~600m; 湿潤 ・肥沃で排水性.の良い土壌を好む

A beterop 白戸′us (バ ラ ミツ )(Jack ィrult tree 、 Nangka); イ ン ド

(アソサム、ガッツ山脈 )~ ミャンマー ;年雨量 1,500mm<; 海抜高

400~1,200m; 排水性の良い肥沃な土壌を好む

C用 orophora exce′sa( イロコ )(lroko 、 Mvule); 熱帯 アフ リカ (ガ

ーナ ~ 東 海岸 );looN~5oS; 乾 季 0~3 か 月 ;年 雨量 1,000~

1,800mm; 海抜高 0~1,200m; 根萌芽旺盛、スタンプ前可能

くワサビノキ科 (Mor1ngaceae) 〉

Mormga o′ejfeia( ワサ ビ ノキ )(1lorsc ‐radーshtree) (Syn,M

pterygospenna 、 flyperant ねera な ど ); パ キスタン北東部、 イン

ド西ベンガルの北部(ヒマラヤ山麓の丘陵地); 乾燥耐性が高い戸F

雨量 750~2,200mm: 海抜高 ~1,400m; 挿し木 ・直播き可能、

M s[enopeta な アフリカ北東部 ;乾燥耐性が高い ;年雨量 500~

1,ooomm

〈フトモモ科 (Myr【acpae) 〉

Eura ′yptus a′ba(Poplar gum); オース トラリア、 イン ドネシア、

PNG;6~175oS; 乾季 ~8 か月 ;年雨量 750 ~2,00omm; 海抜高

0~500m

E brasszana (Cape Yolk red gun・); オース トラリア、 PNG;6~

18oS; 乾季 2~3 か月 ;年雨量 1,000~1,500mm; 海抜高 ?

E,Cama ′du′e′}s‘s(Rive ・ red gum)(Syn E rostrata); オース ト

ラリア ;15~38oS(15~32oS を北方系、32~38oS を南方系とする

説もある); 乾季 4~8 か月またはそれ以上 ;年雨量 250~625mm ,

海抜高30~600m; 季節的冠水には耐える、多少の塩類土壌にも耐

える、萌芽更新可能
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E citriodora（レモンユーカリJ(Lemon-scented gum)；オーストラ 

リア；15 -25'S；乾季2-6 か月；年m量650 - 1,600mm；海抜 

高0 - 1,800m；萌芽性弱い 

F cloeziana(Gympie messmate)；オーストラリア；16 -26'5『5 , 

乾季0 -4 か月；年雨量900 - 1,650mm ；海抜高0 - 1,500m；耐陰性 

F . degiupta （カメレレ）(Kamarere(PNG )、 Mindanao gum、 

Bag ras（比）)(Syn E naudiniana) ; PNG、フィリピン、インドネ 

シア；9。N --1VS；乾季なし；年雨量3,750 - 5,000mm ；海抜高0 

~ 1,800 in；萌芽性弱い、根挿し可能 

F dunnn (Dunn's whlite gum) ；オーストラリア；28 -30『5；乾 

季3か月；年雨量1,000 --1,500mm ；海抜高150 -800m 

F g ]obulus ((Ta3manlan) blue gum) 2 亜種に分けることもある， 

オーストラリア；385 -43_5 ,S；乾季0 ~3 か月；年雨量500 ~ 

1,500mm ；海抜高0 -330m ；萌芽旺察、直播き・裸根苗可能 

F grandts (Flooded gum)；オーストラリア；26 -32'S, 22 。5, 

17'Sに隔離分布；乾季3か月；年(Ti量1,000 -1,750mm ；主な分布城 

での海抜高0 -300m, 17'Sでは90Gm ；萌芽旺盛、肥沃土を好む 

F macu)ata(Spotted gum)；オーストラリア；25 -37'5；乾季3 

~6 か月；年市量625 - 1,250mm ；海抜高～80Gm ；萌芽旺盛、耐 

火性、裸根苗可能 

F . microtheca(Coolabah)；オーストラリア；14 -30 。S；乾季5 -

7 か月；年雨量250 - 1,000mm ；海抜高0 - 1,00Gm ；季節的冠水 

に耐える、萌芽旺盛 

E paniculata(Grey ironbark)；オーストラリア，28 - 37'S；乾季 

2-3 か51；年雨量750-!, 300iritn；海抜高500-4, bOOm，萌芽旺盛 

F , peil;ta (Large-fruited red mahogany)；オ‘ーストラリア、 インド 

ネシア、PNG ; 5-36『S；乾季2 -4 か月（オーストラリア）；年雨 

量900 -2,400mm （オーストラリア）；海抜高0 ---1,000m ；耐陰性 
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E cばr-odora( レモ ンユーカリ)(Lemon ‐scented gum); オース トラ

リア ;15~25oS; 乾季 2~6 か月 ;年雨量 650~1,600m m; 海抜

高 0~1,800m; 萌芽机弱い

E cjoeziana(Gymple messmate); オース トラリア ;16~26,5oS;

乾季 0~4 か月 ;年雨量 900~L650mm; 海抜高 0~1,500m ;耐陰性

E.degjupta( カ メ レ レ )(Kamarere(PNG) 、 Mindanao gum 、

Bagras( 比 ))(Syn E. naudlmana);PNG 、 フィリピン、 イン ドネ

シア ;9DN~1los; 乾季 な し ;年雨量 3,750~5,ooomm; 海抜高 0

~1,800m; 萌芽縄弱い、根挿し可能

E dunmj(Dunds wh1te gum); オース トラリア ;28~30oS; 乾

季 3か月 ;年雨量 1,000~1,500mm; 海抜高 150~800m

E gjobu′us (( manーan)blue gum)2 亜種に分けることもある ;

オース トラ リア ;385~43,5oS; 乾季 0 ~ 3 か 月 ;年雨量 500~

1,500mm; 海抜高 0~330m; 萌芽旺盛、直播き・裸根苗可能

β grandis(F1ooded gum); オー ス トラ リア ;26~32oS 、 22oS 、

17DS に隔離分布 ;乾季 3か月 ;年雨量 1,000~1,750mm; 主な分布域

での海抜高 0~300m 、 17oSでは 90om: 萌芽旺盛、肥沃土を好む

E macu ′ata(Spotted gum); オース トラリア ;25~37oS; 乾季 3

~ 6か月 ;年雨量 625~1,250m m; 海抜高 ~800m; 萌芽旺盛、耐

火性、裸根苗可能

E. mzcromeca(Coolabah); オー ス トラリア ;14~30DS; 乾季 5~

7か月 ;年雨量 250~1,ooomm; 海抜高 0~1,00om; 季節的冠水

に耐える、萌芽旺盛

E panicu ′ata(Grey ironbark); オース トラ リア ,28~37oS; 乾季

2~3 か月 ;年雨量 750~1,300mm; 海抜高 500~1,500m, 萌芽旺盛

β,Pe′′′ta(Large"fru ・ted red mahogany); オース トラリア、 イン ド

ネシア、PNG;5~36oS; 乾季 2~4 か月 (オーストラリア); 年雨

量 900~2,400mm( オーストラリア); 海抜高 0~1,00om; 耐陰性
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E xobusta(Swamp mahogany)；オーストラリア；23 -36ロS；乾 

季0 ~4 か月；年面量1,000 - l,S00mm；海抜高0 -'- 1.600m ；季 

節的冠水に耐える、多少の塩類土壌には耐える、助芽旺帯 

E sahgna(Sydney blue gum)；オーストラリア；28 -35。S；乾季 

~4 か月；年m量800 - 1.200mm；海抜高300 - 1,000m ；萌芽旺 

盛、裸根苗 

E tereticornis (Forest red gum) (Syn E umbeliata)；オースト 

ラリア、PNG ; 6-38'S；乾季～7か月、まちまち；年雨星500 - 

1,500mm ；海抜高0 - 1,000m（オーストラリア）、800 m (PNG)；萌 

芽旺盛 

E torell,ana (Cadaga)；オーストラリア；16 -'-19 'S；乾季3か月；イ「 

雨量 90o ~ 1,500mm ; fl 抜i4 100 -. 1,800m 

E urophylla (Timor white gum) (K aiimから分離）；インドネシア 

（チモル島および以東の諸島）; 8 -io's；乾季2 -'-6か月；年雨量 

1,100 - 1,950mm ；海抜高200 "-3,000m；萌芽旺盛、挿し木可能 

Meiaieuca ieucadendron Ctユプテ）(Paperbark、 Cajeput oil 

treeS Broad-leaved tea-tree) C Syn. M , ieucadendra、 M 

quinquenervia) ；ミヤンマー～インドネシア、フイリビン～熱帯オー 

ストラリア；20' N - 25ロS；乾季0 -4 か月；年雨量800 - 

1,600mm ；海抜高0 -'- 800m ；季節的冠水に耐える、萌芽旺盛、シ 

ロアリに強い、挿し木 

Psidium guajava（グワバ、バンシロウ〕(Guava、 Guayaba)；熱帯 

アメリカ；乾季4 -S か月；年而量1,000mm '；海抜高0 - 800m 

(- 1,500m )；果樹、染色 

Syzygiurn aromaticum（チョウジ）(Clove tree) (S;zygi urn とも綴 

る、Syn Eugenia aromatica、 K , caryophyliata)；野生種はモル 

ッカ諸島～ニューギニアに分布；香辛料として栽培 

S cuminn(ムラサキフトモモ）qami !ana) (Syn Eugenia janibo)ana) , 
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E ′obusta(Swamp mahogally); オース トラリア ;23~36oS; 乾

季 0~4 か 月 ;年雨量 1,000~1,500mm; 海抜 高 0~1,600m; 季

節的冠水に耐える、多少の塩類土壌には耐える、萌芽旺盛

E sa′igna(Sydney b1ue gu m); オース トラリア ;28~350S i乾季

~4 か月 ;年雨量 800~1,200mm; 海抜高 300~1,ooom; 萌芽旺

盛、裸根苗

E terehcorn ヱs(Forest red gum)(Syn E umbe"afa); オース ト

ラリア、PNG;6~38oS; 乾季 ~7 か月、まちまち ;年 -雨星 500~

1,500mm; 海抜高 0~1,ooom( オーストラリア)、800m(PNG); 萌

芽HI盛

E tore〃′ana(Cadaga); オーストラリア ;16~19oS; 乾季 3か月 ;#

雨量 900~1,500mm; 海抜高 100 ~1,800m

E ur()phy〃a(T1mor whーte gum)(E a′baから分離); インドネシア

(チモル島および以東の諸島);8~loos; 乾季 2~6 か月 ;年雨量

1,100~1,950m m; 海抜 高 200~3,ooom; 萌芽旺盛、挿 し木可能

Meja ′euca ′eucadend 「on( カユ プテ )(Paperbark 、 CaJeput oーl

tree 、 Broad ‐leaved tea‐tree)(Syn,M, ヱeucadend 「a、 M

quーnquene~1a); ミャンマー ~ イン ドネシア、フィリピン~ 熱帯オー

ス トラリア ;20oN~ 25 oS; 乾季 0 ~4 か月 ;年雨 量 800 ~

L600mm; 海抜高 0~800m; 季節的冠水に耐える、萌芽旺盛、シ

ロアリに強い、挿し木

Psidmm gu 町 ava( グワノく、パ ンシロウ )(Guava 、 Guayaba); 熱帯

アメリカ ;乾季 4~5 か月 ;年雨量 1,ooomm ≦ ;海抜高 0~800m

(~1,500m) ;果樹 、染色

Syzyg ′um aromaticum( チ ョウジ )(C1ove tree) (SIzygmm と も綴

る、 Syn Eugema aromatica 、 E,caryophy 〃ata); 野′期弱まモ ル

ツカ諸島~ ニューギニアに分布 ;香辛料として栽培

S cumヱn〃(ムラサキフ トモモ )qam 加 lana)(Syn Eugenia jambo!ana);
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インド～東由アシア；年甫量l,000mm S ；標高1,00Gm以下；排水 

のよい土壌のほうがよいか、冠水にも耐える 

〈ヤマモガシ科（Proteaceae )) 

Grevillea robusta（ハゴロモノキ）(Silky oak)；オーストラリア； 

27 -36。5；乾季2 -6 か月；年雨量700 -1,200mm ；海抜高800 ~ 

2,10Gm ；侵入定着性強い、萌芽性弱い、シロアリに強い、裸根苗 

Macadamia teiniんIi a（マカダミア）(Macadamia nut tree) (Syn 

WI ten aphyfla)；オーストラリア（New South Wales東北部～ 

Queen sland(南東部） ；年雨量1,200 -3,000mm (1,200mm 以1-で 

も潜水で栽培） 

〈クロウメモドキ科(Rhamnaceae)) 

Maesopsis emm A:（ムシジ）(Mu sizi)；アフリカ中央部（リベリア～ケ 

ニア）;8'N-2 "5；乾季0~2 か月；年雨量1,200 -3,000mm ；海 

抜高100 -700m ；萌芽旺盛、白然落枝性、スタンプ苗・直播き可能 

乙zip/ms maurit:ana（インドナツメ）(Indian jujube) (Zizyphusと 

も綴る、Syn z jujuba、 Rhamnus jujuba)；古くから植栽されて 

おり原産地は確かでないが、インドまたはアフガニスタン、インド 

からウズベキスタン、中国にいたる中央アジアとする説のほか、熱 

帯アフリカも含める説がある；長い乾季に耐える；年雨量125 ~ 

2,300mm；海抜高～900m、ただし600m 以下のほうが良く、 

2,000mで植執された事例もある 

Z spmna-christi(Christ-thorn) (Syn Rhamnus spina-chr:sti) ; 7 

フリカ北部～中近東；25 -38。N；乾季8 -10か月；年雨量100 ~ 

500mm；海抜高0 ---2,000m；耐塩性、侵入定着性強い、萌芽性、 

裸根苗・挿し木可能 

〈アカネ科（Rubiaceae)) 

Anthocephalus chinensis（カランパヤン）[Kelampayan （マレーシ 

ア）、Kaatoan bangkal（フィリピン刀(Sm A cadamba)；イン 
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インド~ 東南アシア ;4F雨星 i,ooomm ≦ ;標高 1,00om 以下 ;排水

のよい土壌のほうがよいが、冠水にも耐える

〈ヤマモガシ科 roteaceae) 〉

Grevmea robusta (ハ ゴロモ ノキ ){SI1ky oak); オース トラリア ;

27~36oS; 乾季 2~6 か月 ;年雨量 700~1,200mm; 海抜高 800~

2,loom; 侵入定着性-強い、萌芽性弱い、シロアリに強い、裸根苗

Macadam ーa te班 !fb!′a (マ カダ ミア ) (Macadamia nut tree)(Syn,

M te口 aphy 〃a); オ ー ス トラ リア (New South W ales 東北 部 ~

Queensland( 南東部 ); 年雨量 1,200~3,ooom m (1,200mm 以下で

も潜水で栽培)

〈クロウメモ ドキ科 (Rhamnaceae) 〉

Maesops ーs eminn( ム シジ)(Mus ーzー); アフ リカ中央部 (リベ リア ~ ケ

ニア );8oN~2oS; 乾季 0~2 か 月 ;年雨量 1,200~3,ooomm; 海

抜高 100~700m; 萌芽旺盛、自然落技性、スタンプ菌・直播き可能

Zizjphus maunt-ana( イ ン ドナツメ )(lndian 」uJube)(Zizyph us と

も綴る、Syn z ノuノuba、Rhamnusju ノnba); 古くから植栽されて

おり原産地は確かでないが、インドまたはアフガニスタン、インド

からウズベキスタン、中国にいたる中央アジアとする説のほか、熱

帯アフリカも含める説がある ;長い乾季に耐える ;年雨量 125~

2,300mm; 海抜高 ~90om 、ただし 600m 以 下のほうが良 く、

2,ooomで植栽された事例もある

Z Sp川 a‐chr′sけ(ChrIst‐thorn)(Syn Rhamnus sP』na‐ohnsti); ア

フリカ北部 ~ 中近東 ;25~38oN; 乾季 8~10 か月 ;年雨量 100~

500m m; 海抜高 0~2,00om; 耐塩性、侵入定着性強い、萌芽性、

裸根苗・挿し木可能

〈アカネ料 (Rublaceae) 〉

Anthocepha ′us chmens-S( カラ ンパヤ ン )[Kelampaya o (マ レーシ

ア)、 K aatoan hangkal( フィリピン)](Syn A cadamba}; イン
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ド～ミヤンマー、スリランカ、フイリビン、インドネシア、ニュー 

ギニア；27。 N -'-9' S；乾季0 --3か月；年fl-i量1,300 -4,000mm ; 

海抜高0 - 1,300m 

Coffea arah!ca（アラビアコーヒー）(Atabian colfee )；アフリカ北 

東部（ェチオピア）；適当な乾燥気候；年雨量750 - 1,900mm ；海抜 

A 1,300 - 1,800m 

Naucien d,derrjchj:(ビ 3 ンガ) (Bilinga, Opepe) (Syn Sarcoceph 

aius trillesn)；アフリカ西部・中央部；10 'N -' 5'S；乾季0-2 か 

月；年雨量2,000 -4,500mm ；海抜高0 - SOOm ；スタンプ苗可能 

〈アカテツ科(Sapotaceae)) 

Achras zapota (サポジラ) (Sapodilla、 Chicle trees Sapota) (Syn 

Manilkara zapota、 Zapota zapodifla)；中央アメリカ、西インド諸 

島；年雨量1,200 -2,500mm；海抜高～1,200m；耐塩性極めて強い 

Butyiospei-mum park!! (エミエミ )((Shea) butter tree、 Emi 

emi) (Syn B paradoxurn、 B nh/oticurn)；西・中央アフリカ， 

10 -20'N；乾季4 -6 か月；年雨量300 - 1,000mm ；海抜高0 -

300 m ；直播き 

（アオギリ科(Stercuhaceac)) 

Guazuma u/in!んGa（グアシマ）(Guacima)；メキシコ～ブラシル南 

部、パラグアイ；27'N -28 'S；乾季2 -7 か月；年雨量700 ~ 

1,750mm ；海抜高0 - 1,200m 

Mansonia a)t!ss!ma（ベテ）(Bete, Ofun)；アフリカ西部～中央アフ 

リカ西；乾季のある多雨林地帯から半落葉林帯にかけて分布； 

Tnp!ochiton scieroxy/on（サンパ、オベチェ）(Samba(Cote dt 

Voire)、 Obeche(Nigena ))；アフリカ西部（シエラレオネ～コン 

ゴ）;0 - 10 'N；乾季0-2 か月；年雨量1,600 - 3.000mm；海抜 

高0 - 50Dm ；スタンプ苗、挿し木 
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1 ~ ミャンマー、 ス リランカ、 フィリピン、 イン ドネシア、ニ ュー

ギニア ;27oN~9oS; 乾季 0ん 3か月 ;4f-li量 1,300~4,ooomm;

海抜高 0~1,300m

Coffea arab′ca( ア ラ ビアコー ヒー )(A1ab1ancoffee); ア フ リカ北

東部 (エチオピア); 適当な乾燥気候 ;年雨量 750~1,9oomm; 海抜

高 1,300~1,80 0 m

N aucjea d′dernc ルー(ビランガ )(Billnga 、 opepe)(Syn sarcocep か

‘1justrmes 〃); アフ リカ西部 ・中央部 ;looN~5oS; 乾季 0~2 か

月 ;年雨量 2,000~4,500mm; 海抜高 0~500m; スタンプ前可能

〈アカテツネi(Sapotaceae) 〉

Ach 「as zapota (サ ポ ジラ )(Sapod-1 ーa、 Chicle tree 、 Sapota)(Syn,

Man 」′kara zapofa 、 Zapora zapodma); 中央 アメリカ、西 イン ド諸

島 ;年雨量 1,200~2,500mm; 海抜高~1,200m; 耐塩性極めて強い

Buryiospermum Dark “ (エ ミエ ミ)((Shea)butter tree 、 Em ・‐

eml) (Syn B paradoxum 、 B ndohcum): 西 ・中央 アフ リカ ;

10~200N; 乾季 4~6 か 月 ;年雨量 300~1,00om m; 海抜 高 0~

300m; 直播き

(アオギ リ科 (Stercullaceac) 〉

Guazuma u!mifoj′a( グア シマ )(Guac1ma); メキ シコ ~ ブ ラジル南

部、パラグアイ ;27oN~28oS; 乾季 2~7 か月 ;年雨量 700~

1,750mm; 海抜高 0 ~ 1,200m

Mansonia a!tjssjma( ベ テ )(Bete 、 ofun); アフリカ西部 ~ 中央アフ

リカ西 ;乾季のある多雨林地帯から半落葉林帯にかけて分布 ;

Trm ′och-ton scjeroxy ′on( サ ンバ、 オベチ ェ )(Samba(Cote dl

voire) 、 obeche(NIgerla)); アフリカ西部 (シエラレオネ~ コン

ゴ);0~looN; 乾季 0~2 か月 ;年雨量 1,600~3,ooomm; 海抜

高 0~500m; スタンプ菌、挿 し木
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〈キョリュウ科（Tamaiicaceae)) 

Tamanx aphyila (Tamarisk, Athel treeS Salt cedar) (Syn T 

articuIata、 T ozientalis)；巾央サハラ原産とされる；年雨量 

100mm 以下でも耐えるが、350 -'-- 50 0mm が最もよく生育；塩類耐 

性もある 

〈クマツヅラ科(Veibenaceac)) 

Grnelina arborea （メリナ、キダチョウラク）(Yema ne) ；イント、バ 

ングラデシユ、スリランカ、 ミャンマー、インドシナ半島、中国南 

部；5 -30。 N ；乾季2-4 か月が普通だが、7か月の乾季でも生育で 

きる；年雨量1,000 -4,500mm 、一部の産地のものはずっと少ない 

市量でも生育できる；海抜高0 - 1,200m ；萌芽性、シロアリに強い、 

スタンプ苗・挿し木・直播き可能 

Tectona grandis（チー・ク）(Teak)；インド亜大陸、ミヤンマー、ラ 

オス、カンボジア、タイ、（スマトラ2 ) ; 12 -25。N；乾季3 -6 か 

月；年雨量1,250 -3,000mm ；海抜高0 ---900m ；純林では侵食が 

起き易い、萌芽更新、耐火性、スタンプ苗 

(2 ）針葉樹（Conifers) 

〈マツ科（Pinaceae)) 

Pinus ayacahuite (Mexican white pine)；メキシコ～ホンジュラ 

ス；14 -21。 N ；乾季0~2 か月；年雨量1,200 - 2, 500mm ；海抜 

高1,800 -3,l00m 

P canariensis(Canary Island pine)；カナリー諸島；28 -29。N , 

乾季2-6 か月；年雨量600 - 1,750mm ；海抜高1,500 -2,500m ; 

萌芽性、耐火性、直播き可能、 

P . caribaea（カ)ビアマツ）(Caribbean pine); 3葉；3変種（下記）; 

いずれも低地多雨林地帯向き，var.hondwe刀s加が最も広く植えら 

れているが、塩基性土壌にはvar. bahamensis がよいとされている。 
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くキ ョリユウ料ぐramal lcaceae) 〉

Tamar ′x aP′ヱy"a ぐramar-sk 、 Athe1 tree 、 Saーtcedar)(Syn T

arrに U′ata、 T mien[ 可ーs); 中央サハラ原産 とされる ;年雨量

loom m 以下でも耐えるが、350~500mm が最もよく生育 ;塩額面ナ

件もある

〈クマ ツヅラ料 (Vel benaceac) 〉

Gme"na arborea( メリナ、キダチ ヨウラク )(Yema1le); イン ド、バ

ングラデ シュ、ス リランカ、 ミャンマー、 イン ドシナ 半島、中国南

部 ;5~30DN; 乾季 2~4 か月が普通だが、7か月の乾季でも生育で

きる ;年雨量 1,000~4,500mm 、一部の産地のものはずっと少ない

雨量でも生育できる ;海抜高 0~1,200m; 萌芽性、シロアリに強い、

スタンプ菌 ・挿し木・直播き可能

Tectona grand!s( チー ク)(Teak); イ ン ド亜大陸、 ミャンマー、 フ

オス、 カンボジア、 タイ、 (スマ トラ ?);12~25oN; 乾季 3~6 か

月 ;年雨量 1,250~3,ooomm; 海抜高 0~90om; 純林では侵食が

起き易い、萌芽更新、耐火tL、スタンプ苗

(2) 針葉樹 (Conifers)

くマツ料 (Pinaceae)〉

Pmus ayacahujte(Mexican wh ・te pme); メキ シコ ~ ホ ンジュラ

ス :14~21oN; 乾季 0~2 か月 ;年雨量 1,200~2,500mm; 海抜

高 1,800~3,loom

P canarzenszs(Canary lsland pine); カナ リー諸島 ;28~29oN;

乾季 2~6 か月 ;年雨量 600~1,750m m; 海抜高 1,500~2,500m;

萌芽性、耐火性、直播き可能、

P,car′baea( 力リビアマツ)(Caribbean pーne);3 燕 ;3 変種 (下記);

いずれも低地多雨林地帯向き、var.hD 刀山ノrens虚が最も広 く植えら

れているが、塩基性土壌には var,bahamensis がよいとされている。
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P caribaea var haharnensis (Bahama pine) ;ハハマ諸島; 21 - 

27'N；乾季2 -5 か月；年雨量1,000 - 1,500mm ；海抜高0'-

1,00Cm 

P canbaea var. canbaea(Cuban pine)；キューバ（西部）、パインス 

諸島；21 -225'N；乾季2 -'4 か月；年「I)量1,050 ~ 1,800mm ；海 

抜高0 '- SoOm 

P canbaea var. honduxensis (Honduran pine)；ニカラグア～メ 

キシコ（束南部）; 12 '-18ロN ;乾季0 -'6か月；年市旦660 - 

4,400mm ；海抜高0'- 1,000m 

P chIapens;s メキシコ～グアテマラ；15 -20'N；乾季2 '-3か月， 

年雨量1,000 ~ 1,600mm ；海抜高600 "- 1,80Cm 

P ethottn (var, dfliottil) (Slash pine) ; USA rti東部 ; 28 -33'N , 

乾季2 '-4か月；年雨量650 '-2,500mm ；海抜高500 -2,500m ；裸 

根苗可能 

P haiepensis (Aleppo pine)；地中海沿岸地域（スペイン～トルコ）; 

30 - 44'N；乾季5-6 か月；年雨量400 -'800mm ；海抜高1.500 

- 2,50Gm；火・乾燥・シロアリに強い、直播き可能；近縁のP 

brutia(P. halepensis var. bi吐ia)（ギリシャ、キプロス、 トルコ、 

シリヤなど）、P eldanca（コーカサス地方）も乾燥に強い 

P kesiya（ケシアマツ）(Kesiya pine, Benguet pine（上ヒ))(Syn, P 

insuiaris、 P khasya) ; 3葉；フイリピン（ルソン島）、ベトナム、 

タイ、ミャンマー、インド東部、中国南部；11 -'-30 'N；乾季2'-6 

か月；年雨量700 '-' 1,800mm ；海抜高1,000 '-2,000m ；シロアリに 

強い 

P merkusi;（メルクシマツ）; 2 葉；大陸系（フイリピン産を含む）と島 

嶼系にわけられている 

大陸系：ミャンマー、タイ、カンボジア、ベトナム、ラオス、中 

国南部、フイリビン（ルソン島、ミンドロ島）; 11-21'N；乾季2-
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P carzbaea var haha′ncnsis(Bahama pinp); ハハマ諸島 ;21~

27oN; 乾 季 2~5 か 月 ;年 雨量 1,000 ~1,500mm; 海抜 高 0~

1,ooom

P canbaea var, cm -baea(Cuban pme); キューバ (西部 )、パインス

諸島 ;21~225oN; 乾季 2~4 か月 ;年雨星 1,050~1,800mm; 海

抜高 0~500l n

P ca r′baea va flondu'en 団s(Honduran pーne); ニ カラグア ~ メ

キシコ (東南部 ):12~18oN; 乾季 0~6 か月 ;年雨量 660 ~

4,400mm: 海抜 高 0~1,ooom

p chlapez7s-s メキ シコ ~ グアテマラ ;15~20oN; 乾季 2~3 か 月 ,

年 雨量 1,000~1,600mm; 海抜 高 600~1,800m

P e〃′omi(var.e"jot 【“)(S1ash plne);USA 南東部 ;28~33oN;

乾季 2~4 か月 ;年雨量 650~2,500mm; 海抜高 500~2,500m; 裸

根館可能

P ha′epenszs(A1eppo plne); 地中海沿岸地域 {スペイン~ トルコ);

30~440N; 乾季 5~6 か月 ;年雨量 400~800mm; 海抜高 1,500

~2,500m; 火 ・乾燥 ・シロアリに強い、直播き可能 ;近縁の P

brutia(P, ねβ′epens ーs var,biuba 〕{ギ リシャ、キプロス、 トル コ、

シリヤなど)、 P e′danca( コーカサス地方 )も乾燥に強い

P kes-ya( ケ シアマツ )(Kesiya plne 、 Benguet plne( 比 ))(Syn,P

′口su′ar′s、 P kbasya);3 葉 ; フ ィリピン (ル ソン島 )、ベ トナム、

タイ、 ミャンマー、 イン ド東部、中国南部 ;11~30oN; 乾季 2~6

か月 ;年雨量 700~1,800mm; 海抜高 1,000~2,ooom; シロアリに

強い

P merkusi-( メルクシマツ);2 葉 ;大陸系 (フィリピン産を含む)と島

旗糸にわけられている

大陸系 : ミャンマー、 タイ、 カ ンボジア、ベ トナム、 ラオス、中

国南部、フィリピン(ルソン島、ミンドロ鳥);11~21oN; 乾季 2~
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5か月；年雨量1.000 -2,800mm ；海抜高0-900m ；草生期（grass 

stage ）があり、発芽後の3-S 年はほとんど上長成長しない；火・シ 

ロアリに強い 

島換系’インドネシア（スマトラ）;5'N -3 '5；乾季0 -2 か月， 

年雨量2,000 ---3,000mm ；海抜高800 -1,600m ；草生期はない；シ 

ロアリに強い 

P oeiidenta)is(West Indian pine)；ヒスパニオーラ島、キューバ東 

部；18 -21" N ；乾季2-4 か月；年面量1.300 - 1,500mm ；海抜 

高0 - 1.500 In ；シロアリに強い 

P. oocaipa （オーカルパマツ）; 3巣；ニカラグア～メキシコ；13 -28 

'N；乾季2 -6 か月；年雨量750 --1,500mm ；海抜高1,000 ~ 

2,400m；萌芽性、シロアリに強い、産地による変異が大きい 

P patula（バトウラマツ）; 3葉；2亜種に分けられる場合がある 

P patula (subsp patula）メキシコ（中部～南部）; 18 -20'N；乾季0 

-3 か月；年雨量750 -2,000mm ；海抜高1,400 -3,200m ；裸根苗 

可能 

P panda subsp tecunumanu グアテマラ～ニカラグア；12 -19'N , 

乾季2 -4 か月；年雨量1,000 - 3,000mm ；海抜高1.000 ~ 

2,500m；裸根苗可能 

P pseudostrobvs (Pino blanco)；メキシコ～ホンジュラス；14 ~ 

26ロN；乾季0 -3 か月；年雨量1,000 - 1,500mm ；海抜高1,300 ~ 

2.800m 

P rathata（ラジアータマツ）(Radiata pine、 Monterey pine); 3葉； 

メキシコ（セドロス島、グアダルーぺ島）28, 2WN , USA（カ)フォル 

ニア州、モンテレーなど3か所）35 - 37' N に隔離分布；乾季2-3 か 

月；年iii量 6印～1,600mm；海抜高1,500 ---3,000m；裸根苗可能 

P roxburgfin (Chir pine)；ヒマラヤ地域（アフガニスタン～ブータ 

ン）;26-35'N；乾季2-4 か月；年雨量750 - 1,100mm ；海抜高 
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5か月 ;年雨量 1,000~2,800mm; 海抜高 0~90om; 草生期 (grass

stage)があり、発芽後の 3~5 年はほとんど上長成長しない ;火 ・シ

ロアリに強い

島幌系 .インドネシア (スマ トラ);50N~30S; 乾季 0~2 か月 ;

年ド行星 2,000~3,ooomm; 海抜高 800~1,600m; 草年期はない ;シ

ロアリに強い

P oα」de 川副is(Westlndianpine); ヒスパニオーラ島、キューバ東

部 ;18~21oN; 乾季 2~4 か月 ;年雨量 1,300~1,500mm; 海抜

高 0~1,500m; シロアリに強い

P.oocaJpa( オー カルパマ ツ );3 巣 ;ニ カラグア ~ メキ シコ ;13~28

oN; 乾 季 2~6 か 月 ; 年雨量 750~1,500mm; 海抜 高 1,000~

2,400m; 萌芽性、シロアリに強い、産地による変異が大きい

P patuja(パトゥラマツ);3 葉 ;2亜種に分けられる場合がある

P pmu ′a(subsp paruia) メキシコ(中部~ 南部 );18~20oN; 乾季 0

~3 か月 ;年雨量 750~2,00omm; 海抜高 1,400~3,200m: 裸根苗

　　　

P patu′a subsp 【ecui1uman 〃 グアテマラ~ ニカラグア ;12~19oN;

乾 季 2~4 か 月 ; 年 雨 量 1,000~3,ooomm ; 海 抜 高 1,000 ~

2,500m; 裸根苗可能

P pseudos とrobus(P1no blanco); メキ シコ ~ ホ ンジュラス ;14~

260N; 乾季 0~3 か 月 ;年雨量 1,000~1,500mm; 海抜 高 1,300~

2,80onn

P radzara( ラジアー タマツ )(Radlata plne 、 Monterey pine);3 葉 ;

メキシコ(セ ドロス鳥、グアダルーペ島)28、29DN 、USA( カリフォル

ニア州、モンテレーなど3か所 )35~37oN に隔離分布 ;乾季 2~3 か

月 ;年雨星650~1,600mm; 海抜高 1,500~3,ooom; 裸根強可能

P roxburgh 〃 (Chlr plne); ヒマ ラヤ地域 (アフガニスタン~ ブータ

ン);26~35oN; 乾季 2~4 か月 ;年雨量 750~1,loomm; 海抜高
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1,200 -2,500m；火・乾燥に強い、直播き‘裸根苗可能 

〈ヒノキ科(Cupressaceae )) 

Cupressus ]usitanica（メキシコイトスギ）(Mexican cypress) (Syn 

C hndieyj)；メキシコ～コスタリカ；10 -27'N；乾季2-3 か月； 

年雨量1,000 - 2,500mm ；海抜高1,300 ~ 3,300m ；裸根苗可能 

C . arizonica (Arizona cypress) ; USA（アリゾナ、ニューメキシ 

コ）～メキシコ；25 -35 'N；乾季4 -7 か月，年雨乱250 - 

7SOmm ; M 抜高 1,000 -2,800rn 

C macrucarpa (Monterey cypress) (Syn C . haitwegn) ；モン 

レー(USA カJフォルニア）; 36.5『N；乾季2-4 か月；年m量700 

~ 1,600mm ；海抜高500 -3,500m；裸根苗可能 

C toruiosa(Bhutan cypress)；ヒマラヤ西部～ブータン；28 -32' 

N ；乾季3 -4 か月；年市量650 - 1,600mm；海抜高1.000 -

2,800m ；耐寒性、裸根苗可能 

〈ナンョウスギ科（Araucariaceae)) 

Arancana angusti拓fin（パラナマツ）(Parana pine)；ブラジル南 

部、主にパラナ州、パラグアイ南東部；20 -30。 S；乾季0 -2 か 

月；年而量1,250 '-2,200mm ；海抜高1.500 - 2,000m 

A cunn,nghamii（ナンョウスギ）(Hoop pine)；パプアニューキニア 

（以下PNG ) ; 0 - 32 - S；乾季2 -4 か月；年雨量1,000 -

1,800mm ；海抜高0 -2,000m；幼齢期耐陰性 

A excelsa（シマナンョウスキ）(Norfolk (Island) pine) (Syn 

A heterophyila)；ノーフォーク島；28 '30'S；熱帯各地で植執さ 

れており、比較的土地を選ばないとされているが、どちらかと言え 

ぱ湿潤気候向き 

A hunsteina （クリンキーパイン）(Kiinki pine) ; PNG ; 5-la's , 

乾季0 -2 か月；年雨量1,600 -4,600mm ；海抜高200 - 1,800m 
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1,200~2,500m; 火 ・乾燥に強い、直播き・裸根苗可能

〈ヒノキ科 (ぐupressaceae)>

Cupressus A-s′【amca( メキシコイ トスギ )(M ←×-can cypress)(Syn

C ′mmey “ ;メキシコ ~ コスタリカ ;10 へ 27oN; 乾季 2~3 か月 ;

年雨量 1,000~2,500mm; 海抜高 1,300~3,300m ;裸根苗可能

C.ar ーzomca(Ar1zona cypress);USA( ア リゾナ、ニュー メキ シ

コ )~ メ キ シ コ ;25~35oN; 乾 季 4~7 か 月 , 年 雨鼠 250 ~

750m m; 海抜 高 1,000~2,8oom

C macrocarpa (Menterey cypress)(Syn C,harhveg ‘z); モ ンテ

レー (USA カリフォルニア);36,5oN; 乾季 2~4 か月 ;年「Ti星 700

~1,600mm; 海抜高 500~3, 500m ;裸根苗可能

C foru′osa(Bhutan cypress); ヒマ ラヤ西部 ~ ブー タン :28~320

N; 乾季 3~4 か月 ;年雨量 650~1,60oln m; 海抜高 1,000~

2,800m; 耐寒性、裸根苗可能

〈ナ ンヨウスギ料 (Araucarlaceae) 〉

Araucana angust ′fo万a( バ ラナマ ツ )(Parana pーne); ブ ラジル南

部、主にパラナ州、パラグアイ南東部 ;20~30os; 乾季 0~2 か

月 ;年雨量 1,250~2,200mm; 海抜 高 1,500~2,o oo m

A c m }nmgha 川〃(ナ ンヨウスギ )(Hoop plne); パ プアニューキニア

(以 下PNG);0 ~ 32 oS; 乾季 2 ~4 か月 ;年雨量 1,000 ~

ュ,800mm; 海抜高 0~2,Doom; 効齢期酌陰観

A,exce ′sa( シマ ナ ンヨ ウスギ )(Norfolk(lsland)plne)(Sy n

A h e terophyjja); ノ「フォーク島 ;28030.S; 熱帯各地で植栽さ

れており、比較的土地を選ばないとされているが、どちらかと言え

ば湿潤気候向き

A hqnsre/n"( ク リンキーパ イン )(KI1nk1p-n ;PNG;5~loos;

乾季 0~2 か 月 ;年雨量 1,600~4,600mm; 海抜高 200~1,800m
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3）植栽樹種の選び方 

植栽にあたっては、予定地あるいはその周辺にある、ないしはかってあ 

った在来樹種を植えることが望ましいが、一口ひどく林冠を壊してしまっ 

たところでは、いきなり天然林の上層を構成する極相的な樹種を植え込む 

ことは難しく、まず先駆的な早成樹種を植えることが多い。熱帯林の場合、 

普通には右用樹種が抜き伐りされており、その後の取り扱い方では大然更 

新を期待する方法もあり、実際にそのような施業が行われて成功している 

例もある。天然更新がうまくゆかない簡所にたいして行う補整植栽や、有 

用な樹木だけを選択的に伐採・利用したために劣化した林分における樹種 

更改には、まず在来樹種を植え込むことが多い。 

(1〕植栽の目的による選択 

植栽樹種はまず、造林の目的によって選択される。最近では、森林を造 

成する目的は次のように3 大別されており、それそれの目的に合致した樹 

種を選択する。 

(a）産業造林 

日的とする林産物を大規換に牛産しようとするもので、林産物としては、 

製材用材、パルプ‘チップ材、燃材、木材の成分などに分けることができる。 

①製材用材一成長は速いにこしたことはないが、何よりも通直で完満な幹 

を形成し、大径材の生産に適した樹種でなければならない0 代表的な樹 

種は、引葉樹ではイトスギ類やアローカJ ア類、広巣樹ではマホガニー 

やチーク、あるいは一部のマメ科樹木などであるが、伐期を長くすれば、 

ユーカリ類やマツ類も利用できる。アローカJ ア類やマホガニーは合板 

用としても植栽されている。 
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3)植栽樹種の選び方

稲城にあたっては、予定地あるいはその周辺にある、ないしはかってあ

った在来樹種を植えることが望ましいが、ー一日ひどく林冠を壊 してしまっ

たところでは、いきなり天然林の上層を構成する極相的な樹種を植え込む

ことは難しく、まず先駆的な早'茂樹種を植えることが多い。熱帯林の場合、

普通にはイリ打樹種が抜き伐りされており、その後の取り扱い方では天然更

新を期待する方法もあり、実際にそのような施業が行われて成功している

例もある。天然更新がうまくゆかない箇所にたいして行う補整植栽や、有

用な樹木だけを選択的に伐採・利用したために劣化した林分における樹種

更改には、まず在来樹稲を植え込むことが多い。

(1) 植栽の目的による班択

植栽樹種はまず、造林の目的によって選択される。最近では、森林を造

成する目的は次のように 3大別されており、それぞれの目的に合致した樹

種を選択する。

(a)産業造林

日的とする林産物を大規模に牛産しようとするもので、林産物としては、

製材用材、パルプ・チップ材、燃材、木材の成分などに分けることができる。

①製材用材 .成長は逐いにこしたことはないが、何よりも通直で完満な幹

を形成し、大径初の生産に適した樹柿でなければならない。代表的な樹

種は、針葉樹ではイトスギ類やアローカリア類、広粂樹ではマホガニー

やチーク、あるいは一部のマメ科樹木などであるが、伐期を長くすれば、

ユーカリ類やマツ頼も利用できる。アローカリア類やマホガニーは合板

用としても植栽されている。
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②パルプ・チップ材‘成長が速く、幹の通直な樹種が望ましい。従来は、コ、 

ー力リ類、マツ類、メリナ、モルソカネムなどが土体であったが、最近 

はアカシア類（例えばAcacia mangiurn）などのマメ科の早成樹木も柚 

栽されている。多くのユーカリ類の場合には、短伐期で町芽更新による 

のが普通で、萌芽性の強い樹種が有刊である。ちなみにE degluptaは 

萌芽性が低く、萌芽更新は行われないという。 

③燃材‘樹形はあまり問題にならないが、とくに初期成長の優れた早成樹 

種がよく、この場合にも短伐期で萌芽更新できることが望ましいので、曲 

芽性の高いものが有利である。候補樹種は尨大な数にのぼろうが、NAS 

(1980. 1983）に取り上げられている気候帯別の主要樹種を列挙する 

（注一馴染みの少ない樹種のみ朴名を付記）。 

湿潤熱帯 

Acacia auriculi白r1rns、 BuIsera sirnaruba (カンラン科） 

Calliandra calothyrsus、 Casuarina equisetiんHa 

Eucalyptus brassiana\ Eucalyptus deglupta 

Eucalyptus peihta、 Glincidia sepiurn 

Ginelina arborea、 Guazuma ulmifaha（アオキリ科） 

Leucaena leucocephala\ Maesops;s cmiii;;（クロウメモドキ科） 

Mangroves、 Muntinga calabura（ホルトノキ科)、 Psidiurn guajava 

Sesbania grand;uIora、 Sizygium cumin];（フトモモ科） 

Terminalia catappa、 Tienia spp （ニレ科） 

熱帯高地 

Acacia mearnsn、 A ;iantlus alt,ssjjna （ニガキ科） 

Alnus acuminata、 Ainus nepalensis (カバノキ科） 

Eucalyptus globulus、 Eucalyptus grandis 
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②パルプ・チップ材 .成長が速く、幹の通直な樹種が望ましい。従来は、ユ

ーカリ類、マツ類、メリナ、モルソカネムなどが土体であったが、最近

はアカシア類 (例えば Acacーa mangmm) などのマメ料の早成樹木も植

栽されている。多くのユーカリ類の場合には、短伐期で萌芽更新による

のが普通で、萌芽机の強い樹桶が有利である。ちなみに E degiりpra は

湖勢性が低く、萌芽更新は行われないという。

⑦燃材 .樹形はあまり問題にならないが、とくに初期成長の優れた早成樹

種がよく、この場合にも短伐IUIで萌芽‐更新できることが望ましいので、萌

芽件の高いものが有利である。候補樹種は彪大な数にのぼろうが、NAS

(1980、 1983) に取り上げられている気候帯別の主要樹種を列挙する

(注 .馴染みの少ない樹種のみ科名を付記)。

湿潤熱帯

ACac ・a a u ric u {-fonnls 、 Bu ・sera slmaruba( カ ン ラ ン料 )

Ca′′′a刀dra caヱ○thyrsuS 、 CaSUarmaeq 皿 seねfo′′ゑ

Eucaiyp 【us brass‘ana 、 Euca ′ypfus degノーリ媛

Euca{yp{"s pelllta 、 Gilrlcld ‘a sep 1u m

G me ′-na arborea 、 Guazuma u!mifo ねa( アオ ギ リ科 )

Leucaena ′eucocepf1a/a 、 Maesops-s emm"{ クロウメモ ドキネ"

Mangroves 、 Mumzngacafab はra( ホル トノキ料 )、 PS1dm ot guajava

sesban な grand-f!ora 、 S′zygmm cumm ′′ (フ トモモ窄1)

Tern7majia c欲 aPPa 、 Tーema spp( ニ レ窄め

熱帯高地

Acac ′a mearns" 、 A 月a旧如 samss"na( ニガキ科 )

Ajnus acu′mnata 、 A′nusilepa ′ms ′s( カバ ノキ料 )

Eucaiyprus g/obu ′u Euca ′yptus grand ′s
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Eucalyptus i obusta、 Eucalyptus tei eticornis 

Gievillea robusta、 Inga vera（マメ科ネムノキ亜科） 

Me/ia azedarach、 Robjuja pseudoacac;a 

乾燥地ー半乾燥地 

A ce/Cia nilatica,Acacia sabgna、A cacia se//Cga) 

Acacia seyal, Acacia tortilis 

Albizia lebbeck\ Anogeissus lat」んha（シクンシ利） 

Azadirachta jnd,ca、 Balanites aegyptiaca 

Cajanus cajan. Cassia siamea、 Colophospermum mopane（マメ科） 

Conocarpus lanc」釦Ii us（シクンシ科)、 Dalbergia sissoo 

Eucalyptus camaldulensls\ Eucalyptus citriodora 

Eucalyptus microtheca、 Haloxylon persicunj 

Parkinsonia acuIeata、 Pinus halepensis 

P ,thecellobium dulce、 Piosopis chilensis 

Prosopis cineraria、 Prosopis juliflora 

Prosopis tainarugo、 Sesbania sesban 

Tarn arix aphylla（ギョリュウ科)、 Zizyphus inauritiana 

④特用林産物‘最終的に材も利用できないことはないが、樹体各部に含ま 

れる成分や果実などを生産するために大規模な造林が行われている樹種 

もある。前者の代表的なものはアラビアゴムで、最も多く植栽されてい 

るのはAcacia senegalである。タンニンの生産には、主にオーストラリ 

ア原産の各種のアカシア類、例えばAcacia mearnsiiが植えられている。 

林産物とされる果実には例えぱカシューナッツがあり、このためにはカ 

シュー(Anacardiuni occidentale）が植えられている。 

一29-

E(′ぐa′yP1usiobusza 、 Euca ′yl)rub 【eiehcor ′】′s

G′pv′′lea robusta 、 1〃ga verz-( マ メ料 ネムノキ幅科 )

Me ′ーa azedarach 、 Rob"7 ーa f)ふeud 。acac ーa

乾燥地・半乾燥地

A ゑご用 ′m α 尾 a、 AC 台α‘z sa ねg刀a、 Acac ′a se “eg β/

Acac ′a seya ′、 Acac ′a torn"s

A′biz‘a bbeck 、 Anoge ・ssus 』a"fo′za( シク ンシ科 )

Azad ーracma 川 dにa、βaヱa刀ヱfes aegypt ′aca

CaJanus caian 、 Cass ーa siamea 、 Co!oPhosPermum moPane( マ メ参り

Coi}ocarpus ′ancifo′」us( シクンシ料 )、 Dajbergia sissoo

Euca ′yp 「us cama ′du′ei}sis 、 Euca ′yptus c#riodora

Euca ′ypt" も micro 上れeca 、 HaJoxy ′on persicum

Parkinsonia acu ′eata 、 Pmus ′la!epensis

P」fhece"obium duice 、 Pーosopis chi′ensjs

pr 。sop ーsqnerar ′a、 Pr 。sopis ju′ば,。ra

Prosopzs tannarugo ・ 5esbania sesban

Tamarix aphy 〃a( ギ ョリユウ料 )、 Zizyphusmauritiana

④特用林産物 .最終的に材も利用できないことはないが、樹体各部に含ま

れる成分や果実などを生摩するために大規模な造林が行われている棚種

もある。前者の代表的なものはアラビアゴムで、最も多く植栽されてい

るのは Acacia senega ′である。 タンニ ンの生産には、主にオース トラリ

ア原産の各種のアカシア類、例えば Acacia meariヱs〃が植えられている。

林産物とされる果実には例えばカシューナッツがあり、このためにはカ

シュー (Anacard ′um occjdenta ′e) が植 え られている。
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(b）地域で効用を期待する造林 

利用の目的は多様で、建築や建具のための木材、燃材を得るほか、前項 

でも挙げた果実や、家畜の飼料、養蜂のための飼引、薬用なと成分の利川 

も期待される。従って、栽培しやすい、早成である、葉か飼料になる、萌 

芽中Iが高い、などの牡徴をもつ樹種か望ましく、いわゆる多日的樹種 

(multipurpose tree species ; MPTS）で、しかも成長が速く、根粒樹 

木が有力な候補樹柿となる。最近いわれる社会林業で、地域住民の福相の 

向Itを目的とする柚林である。これらは自家消費だけでなく、キャノシュ 

クロノプとして収入のlIl」上を図ることもある。また、次項で述べるような、 

樹林または森林の有存による効用も期待される。 

(c）環境保全のための植林または緑化 

水源油養、土壌の侵食防止、防風、防砂、荒廃地緑化などが目的で、従 

って、風に強い、瘠せ地に討える、根系が深く・大きい、さらに更新しや 

すいなどが選定の条件で、できれぱ寿命の長いものがよい。在来の窒素固 

定樹木て、成長の速い樹種の中から、このような特’n を持つものを選ぶこ 

とが望ましいが、早成樹種は－－・般に寿命が短いとされるので、最初は早成 

樹種を植えるとしても、将来は晩成樹種に更改してゆくことが望ましい。 

(2 )環境条件による選択 

(a）気諏条件による選択 

次のステップは、植栽予定地の環境条件をよく調べ、植救の目的によっ 

て選定された樹種群から、現地の環境条件に合致した樹種を選定すること 

である。この場合に考慮すべきマクロな要因は平均年降水量、月平均降水 

量、月平均気温などである。年降水量は最も簡便な目安であるが、とくに 

半乾燥地などでは年による変動か大きいので、平均の年降水量だけでなく、 

年による変動の幅、とくに少ない年の降水量に注目することが肝要である。 
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(b)地域で効用を期待する造林

利用の =的は多様で、建築や建只のための木材、燃材を得るほか、前項

でも挙げた果実や、家畜の飼料、養蜂のための飼料、薬用なと成分の利用

も期待される。従って、栽培 しやすい、甲‐戒である、兼か飼料になる、ー掬

芽性が高い、などの射徴をもつ樹種か望ましく、いわゆる多目的樹種

(m u ltlpurpo e tree species;MFrs) で、 しか も成長が速 く、根粒樹

木が有力な候補樹柿となる。最近いわれる社会林業で、地域住民の福初の

向 1;を1〕的とする神林である。これらは自家消費だけでなく、キャノシュ

クロノブとして収入の向上を図ることもある。また、次項で述べるような、

樹林または森林の有春による効用も期待される。

(c)環境保全のための植林または緑化

水源油義、土壌の侵食防止、防風、防砂、荒廃地緑化などが目的で、従

って、風に強い、癖せ地に耐える、根系が深く・大きい、さらに更新しや

すいなどが選定の条件で、できれば寿命の長いものがよい。在来の窒素固

定樹木て、成長の速い樹種の中から、このような特性を持つものを選ぶこ

とが望ましいが、早成樹種は‐一般に寿命が短いとされるので、最初は早成

樹種を植えるとしても、将来は晩成樹種に更改してゆくことが望ましい。

{2) 環境条件による選択

(a)気象条件による濃択

次のステップは、植栽予定地の環境条件をよく調べ、植栽の目的によっ

て選定された樹種群から、現地の環境条件に合致した樹種を選定すること

である。この場合に考慮すべきマクロな要因は平均年降水量、月平均降水

量、月平均気温などである。年降水量は最も簡便な目安であるが、とくに

半乾燥地などでは年による変動か大きいので、平均の年降水量だけでなく、

年による変動の幅、とくに少ない年の降水量に注目することが肝要である。
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月別の降水量と気温が分かれば気候図形（図1）が描けるから、植栽予定地 

と候補樹種の産地または大然分布地の気候図形を比ぺて、似ているものを 

選ぶ。気候図形では、雨且の年変化lIlI線か気温の年変化曲線より下になる 

期間が乾季になる。つまりこの図の目癖りで月雨量が月平均気温より低い 

月 (50 ~60mm 以1）は水分不足が予想される月で、このような月を合わ 

せたのが乾季になるが、乾燥月の定義はこのほかにもいろいろある。熱帯 

では気温に大きな違いがないので、大ざっぱに年甫量で乾燥の程度を区分 

することが多い。例えば、500mm 以下は乾燥地、500 ~ 1,000mm は半乾 

燥地とする区分は比較的広く用いられている。 

Kitui (Kenya) 1,100m Chiengmai (Thailand) 314m 
227t 775mm 25 3'C 1,364mm 

 似 
(2) rem 

-380 

・2α〕 
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℃
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月
平
均
気
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20 

10 

JAS03DJ)MAMJ 0 O JFMAMJJJISOJ1D 0 

図1 気候図形の例 

(1）ケニア、キツイ（約I' 8、約38 t 、約1,100m asl) 
(2）タイ、チュンマイ（18。47 'N,帆。的‘E、 314m adl) 

ここで、前節の主要植栽樹種に添えた情報や筆者の経験を加味して、乾季 

の長さを基準にして植栽可能な樹種を大まかに区分してみると表4のように 

なる。一方、年雨量によって乾燥度合を区分し、それぞれの区分ごとに適す 

る植栽候補樹種を例示しているものもあり、表5はそのーつの例である。さ 
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月別の降水量と気温が分かれば気候図形 (図1) が描けるから、植栽予定地

と候補樹種の産地または大然分布地の気候図形を比べて、似ているものを

選ぶ。気候図形では、雨量の年変化曲線が気温の4ト変化曲線より下になる

期間が乾季になる。つまりこの図の臼滞りで月雨量が月平均気温より1広い

;i(50~60mm 以下) は水分不足が予想される月で、このような月を合わ

せたのが乾季になるが、乾燥月の定義はこのほかにもいろいろある。熱帯

では気温に大きな違いがないので、大ざっぱに年雨量で乾燥の程度を区分

することが多い。例えば、500m m 以下は乾燥地、 500~1,00omm は半乾

燥地とする区分は比較的広く用いられている。

KituI(Kenya) 1,loom

227℃ 775mm

　
　

月
平
均
気
温

Chlengma-(Tha1land)314m
253℃ 1,364mm

　
(2〉 醐

　　

月
平
均
降
水
量

図1 気候図形の例
(1) ケニア、キツイ (的 los、約 38oE 、約 1,loom as1)
(2) タイ、チ ェ ンマ イ (18047 ′N 、 98059 ′E 、 314m asl)

ここで、前節の主要植栽機種に添えた情報や筆者の経験を加味して、乾季

の長さを基準にして植栽可能な樹種を大まかに区分してみると表4のように

なる。一方、年雨量によって乾燥度合を区分し、それぞれの区分ごとに適す

る植栽候補樹種を例示しているものもあり、表5はその一つの例である。さ
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らに、アフリカの半乾燥地、乾燥地に対する候補樹種区分を示した例（表6) 

もある。まだ樹種の特性もト分には判っていないし、降水量にも変動がある 

から、いずれもこれまでの情報を参考にした試案ということになる。 

ここで重要なことは、天然分布が広い樹種の場合、産地によって環境条件 

が異なることで、同じ樹種でも産地に留意する必要がある。例えば、ユーカ 

リの1種、P. albaの分布地域の年降水量は750mnl から2,000mm にわたっ 

表4 乾燥月数による熱帯低地の植栽樹種の区分 

①乾季‘4か月以下 

Acacia mangium（マンギウムアカシア） 

AnthocePha/us chinen町$（カランパヤン） 

Cortha alliodora行ウレル） 

Eucalyptus deglupta（カメレレ） 

Maesopsis erninhl（ムシジ） 

Paraserianthes 白kataria（モルッカネム） 

乃pus rnerkus"（メルクシマツ） 

Sesbania grand/flora（シロゴチョウ） 

Termina山brassu（ブラウンターミナリア） 

②乾季‘5-6 か月 

Anacarthurn occidentale（カシュ・ー） 

Casuarina jun帥uhniana 

Eucalyptus uroph回Ia 

Grevillea rob usta（ハゴロモノキ） 

Melia azedarach（センダン） 

Shorea robusta（サール） 

③乾季：7~8 か月 

Acacia auriculi面rims 

Cassia 司am e a（タガヤサン） 

Eucalyptus carnaldulens藩 

動calyPtus tereticornis 

④乾季：9か月以上 

Acacia nilotica 

Acacia tortilis 

Cortha sinensis 

Mel/a volkensu 

Term加al/a brownii 

Albizia Jebbeck（ビルマネム） 

Cedrela odorata（セドロ） 

Em加sperm uni peltatum（グバス） 

肋tsia b加ga（タイヘイョウテツボク） 

Ochroma lagopus（バルサ） 

Pin us caribaea (か)ビアマツ） 

Pterocaipus indicus(が)ン） 

Swietenia macroph川a（マホガニー） 

Terminal/a Ivorensis（フラミレ） 

Casuarina equisetiんha（モクマオウ） 

Dalbergin sissoo（シッソー） 

Gnieljna arborea（メリナ） 

Leucaena leucocephala（ギンネム） 

npus merkusii（メルクシマツ） 

Tectona grandis（チーク） 

Acacia catech u（アセンヤクノキ） 

Cassia spectabilis 

Eucalyptus dtrio dora（レモンニLーかJ) 

Parkinsonja aculeata 

Acacia senegal（セネガルアカシア） 

Azadirachta indica（ニーム） 

Pa記her加a albida 

Tamarindus indica（タマリンド） 

Term/na/ia prunioides 

、アフリカの半乾燥地、乾燥地に対する候補樹種区分を示した例(衣6)

る。まだ樹種の特性も f‐分には判っていないし、降水量にも変動がある

、いずれもこれまでの情報を参考にした試案ということになる。

こで重要なことは、天然分布が広い樹種の場合、産地によって環境条件

なることで、同じ樹種でも産地に留意する必要がある。例えば、ユーカ

1補、 E,a′baの分布地域の年降水量は 750mm から2,ooomm にわたっ

表4 乾燥月数による熱帯低地の植栽樹種の区分

.4 か月以下

mangium( マンギウムアカシア) A肋 ziajebbecjd ビルマネム)
cepj1a′uschmens ーs(カランパヤン)Cedre ′aodorata( セドロ)

aj!jodorar ラウレル ) Endospermumpe ′tatum( グバス)

ptus deg′upra(カメレレ) lntsiab′juga(タイヘイヨウテツポク)
ps群 em 中れ(ムシジ) ochroma jagopus( バルサ )

namhes ね′catar′a(モルツカネム)Pmuscar のaea( 力リビアマツ)

mer 大us"( メルクシマツ) Pterocaipus ′nd-cus( カリン)

-a grandmora{ シロゴチョウ) Sw′etema 川 acrophy 〃a(マホガニー )

〃a!ia brass"{ ブラウンターミナリア) Term-na 【′aivorens ーs(フラミレ)

・5~6 か 月

rdmm occzdenta′e(カシュー ) Casuanna equ′seねわ"a( モクマオウ)

rinaノリngわuhnjana Dajberg′a 別ssoo( シッソー )

Ptus urophyj′a Gme!inaarborea( メリナ )

′ea robusta( ハゴロモノキ ) Leucaena ′eucocepha ′a(ギンネム)

azedaracj1( センダン) anusmerkusu( メルクシマツ)

robusta( サール ) Tectonagrandis( チーク)

:7~8 か月
auricuノ′あrmzs Acacia catechu( アセンヤクノキ )

siamea( タガヤサン) Cass′a spectab′′-s

p「uscama ′dujensis Euca!yptuscitr ′odora( レモンユーカリ)

plus teredcornis park ′nsonia acu′eara

:9か月以上
刀耳otにa Acac-asenega ′(セネガルアカシア)

tor鯛ヱs Azadirac 層 aーnd-ca( ニーム )

sme 刀sis Fa′dherbヱa aibida

vo′kensl′ Ta 川 anndusmd ′ca(タマリンド)
.naila
brownnTermii}a ′-aprun-ojdes
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表5 年降水量による気候区分と適樹種の例(Evans (1992）をー部改変） 

年降水量(mm) 乾湿区分 適当な植栽樹種の例 

1,800 < 湿潤熱帯 Acacia mangium 

Eucalyptus deglupta 

Pinus caribaea 

Swietenia macrophylla 

1,000 - 1,800 半湿潤熱帯 Acacia auraculifoimis 

Eucalyptus granths 

Grnehna axhorea 

乃ntis metkus" 

Tec切na grand,s 

600 -- 1,000 乾燥熱帯 Albiz,a lebbeck 

Cassia siamea 

Cassia spectabths 

Croton megalocarpus 

Eucalyptus camaldulensis 

200 -600 半乾燥地 A cacia holosencea 

Azadirachta indica 

Parkinsonia aculeata 

Prosopis luhnora 

<200 乾燥地 Acacia melh血la 

Acacia tortilis 
2、 3のProsopisspp 

植栽には潅水が必要 
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表5 年降水量による気候区分と適樹榎の例 (Evans(1992) を一部改変)

年降水量 (mm) 乾湿区分 適当な植栽樹種の例

1,800< 湿潤熱帯 Acacia man 摩りml,800< 湿潤熱帯 Acacia mangum

βuca!yptus deglup(a

Pmuscarlbaea

sw!efe 刀′a macrophy 〃a

l,000~1,BOO 半湿潤熱帯 Acacia auricu′}危imisAcaciaauricu ′}れoin7is

EーJca′yp【usgrandis

Gmejina a′borea

Pinusmerkus- ′

Tedo 口a graudis

600~1,000 乾燥熱帯 A′b′zia′ebbeck
Cassia siamea

Cass′a spectabdis

Croton mega ′ocarpus

Euca ′yp 【us cama ′duie′isis

200~600 半乾燥地 Acacia hojoseiーceaAcaciahojosei ーcea

Azad ′rachta md」ca

Parkmsonia acu′eaとa

Prosop′sノリ"i70ra

<200 乾燥地 Acacia me 〃ー五eia

Acaciator 脱is

2、 3の Prosopis SPP

植栽には潅水が必要
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表6 水分要求度によるアフI)力の植栽樹種の区分（Weber & Stoney 1986) 

乾燥のきびしいサイト‘平均年降水量 200- 500mm 

Acacia radthana (=A , toi Ohs var radd:ana) 

Acacia senegal Annona senegalensis（ノ、ンレイシ科） 

Balanites aegyptiaca Boscia salicifolia（フウチョウソウ科） 

ainim加hum afncana（カンラン科） 

Conocarpus lancifohus（シクンシ科） Dobexa glabma（サルバドラ科） 

Euphorbia balsam:fera Faidhexhia albida 

Maerua cm ass!ルha（フウチョウソウ科） Pat kinsonia acubeata 

Prosop;s juhfloma Ziziphus spp 

や、乾燥したサイト 平均年降水量 500~ 900mm 

Adanson,a dig/ta加 

Azadirachta indica 

aLsla siatnea 

Eucab'plus canmaldu)厨s/s 

Haloxylon pem sicu in（アカザ科） 

Salvadoma persica（サルバドラ科） 

Tarnanx articulaf a Temminaha spp 

乾燥のよわいサイト 平均年降水量 900- l,200m1n 

Albizia lebbeck 

Borassus aethiopurn（ヤシ科） 

Casuarina eqwsetifo/ia 

Dalbergia inelanoxylon Erythiina abyssinica 

IvIarkharnia spp（ノウゼンカズラ科） Tarnanndus indica 

11－一わがNで馴染みのない樹仲には科名を付記した。 

Anacai thorn occiden tale 

Bauhinia spp 

Combreturn spp（シクンシ科） 

Ficus sycolnorus（クワ科） 

Pai加ab管lobosa 

Sc/c vocal ya birrea（ウルシ科） 

Anogeissus !eiocaipus（シクンシ科） 

Butymosperrnurn parka（アカテツ科） 

Cordia abyssinica (ムラサキ科） 

表6 水分要求度によるアフリカの植栽樹種の区分 (Weber&Stoney l986)

乾燥のきびしいサイト・平均年降水量 200
Acac ヱa radd ′ana (ニ A,ro"!! ′s var raddja 刀a)

　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　

βa′amtes aegyp ねaca β0sα a s
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や、乾燥したサイト 平均年降水埴 500~9
Adanson ′ad′卵

.tara
Anacaj

Azad ーrachta ir雌に a Bau ′ヱ‘mi

cass ーasーamea combre
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71- わが国で馴染みのない樹涌には科名を付記した。

平均年降水量 200~500mm
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ており、乾燥した地域に導人する場合には降水旦の少ない産地を選ぶほうが 

安全であろう。またA holosericeaの場合にはさらに年降水量の幅が大き 

く、125mm からl500mm にわたっており、この数字でみる限り、半湿潤熟 

帯から乾燥地にわたっており、産地の選択が極めて重要てあることを示して 

いる。 

熱帯では、標高の高い所を除いて、普通には温度自体が植生の成立を直 

接制約することは少ないと考えられている。キンネムは海抜1.0 00 m 以上で 

は成長がわるいとされているが、これは夜間温度が下がって日較差が大き 

くなるためと説明されており、また逆に、テーダマツやスラッシュマツが 

熟帯低地で成長がわるいのは、夜温が高く、日較差が少ないためではない 

かとする見飼もある。いずれにしろ、温度条件も樹種選択のーつの要因で 

あり、とくに天然分布の広い樹種の場合には、種子の産地の緯度だけでな 

く、海抜高にも留意することが必要である。なお、熱帯でも高地では霜が 

おりる所もあるので、最低温度とその頻度にも配慮することが必要である。 

(b）植生条件による選択 

植栽予定地の植生も樹種の選択に影響しうる要件である。例えば、劣化 

してはいても、低木から小高木秤度の樹木が閉鎖ないしは樹冠を接してい 

るような場合には、令面的に伐開して地捕えすることは望ましくない。こ 

のような植生の場合には帯状に伐開していわゆるラインプランティングを 

行うことが多いが、残有帯の幅によっては植栽木に十分に光が当たらない 

こともある。このような状況で植執する場合には、幼齢期に陰樹的な特性 

をもつ樹種が向いているが、ケニアて植aされたものでは、 トウダイグサ 

科に属するCrown megalocarpusがこのような特性を示した。マホガニ 

ーも似た特竹をもっており、地杵えや保育の方法に工夫が必要である。－ 

力、草原や裸地の場合には、いきなり直射光に曝されるわけで、パイオニ 

ア的な樹種を選ぶのが得策である。 
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(C）土地条件による選択 

土性や水はけなどは直接樹種を選択する要件とはしにくいが、特定の樹 

種で、根系の特性が判っているもの、上性の選好性が判っているもの、あ 

るいは冠水に対する耐性が知られているものなどがあれば、それらの要件 

も選択の際に考慮すべきことはもちろんである。例えば、モクマオウや 

Schinus moReは軽しょうな土壌を好むとされているから、重粘な土壌の 

土地では避けるほうがよい。 

肥沃度についてみると、釘葉樹ではアローカ1ア類は肥沃な土壌が必要 

とされている。広葉樹は、窒素固定を行う根粒樹木を除いて肥沃な土壤の 

ほうが良いのが普通であるが、中でもチークは肥沃な土壌が必要とされて 

いる。実際には肥沃度を簡易に評価するのは難しいので、有効土壌の深さ 

を目安にするのが普通で、土壌が深いところを選ぶ。 

最近問題になっている塩類土壌やアルカJ土壌の場合には、耐性のある 

樹種は限られているから、そのようなサイトでの植栽は回避するほうが安 

全であるが、敢えて植救しなければならない場合には、あらかじめPHや電 

気伝導度の変化をモニターし、これまでの情報を参考にしながら樹種を選 

択する。Fagg & Greaves (1990）などを参考にすると、比較的耐性があり 

そうな樹種の耐塩性の度合は次のようにランクづけできる。 

耐塩性が著しく高いとされる樹種 

Prosopis tamarugo、 P strombuhfera 

EC 8-10 mS/cmまで耐える樹種 

Acacia n;Iot;ea、 Pongamia plnnata\ Prosopis juhfiora 

EC 4 --6 mS/cm まで耐える樹種 

Acac,a tortihs, Albizia lebbeck, Azathrachta inthca 

Lawsonia glauca, Parkinsonia aculeata 

耐塩性かあるとされる樹種 

Casuanna equiseti加fin, C . glauca, Intsza bijuga 
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Pithecellobium duice, Prosopis cineralia 

一方最近、各地で酸性土壌における植林が話題になっているが、そのよ 

うなサイトで行うアグロフォレストリーのための窒素固定樹木の耐性は、属 

によって次のように評価されている（Nair 1993)~ 

酸性土壌に耐性のある属 

AJbizia、 Ainus, Acacia、 CaJaJIuS、 Casuarina、 Dalbergia 

Eiythnna、 Giiric,dia, InnS Mimosa, Parkia, Sesbania 

酸性土壌に削性のない属 

Diphysa、 Fa,dherbia~ Piemingia, Gxewia、 Leucaena 

乃theceIIob,um、 Prosopis、 Ziziphus 

(d）野生動物の食害を考えた選択： 

アジア、熱帯アメリカにおける実情はよく分からないが、アフリカの半 

乾燥地には多くの草食性野生獣が生息しており、植林が進められている所 

では、それらによる食害が問題になっているところもある。例えぱ、ケニ 

ア、 タンザニアで問題になっているのはレイョウのI種ディクディク 

(dikdik) の食害であるが、噌好性があるので、被害のひどいところでは、 

彼らが好まない樹種を植える必要がある。これ以外に、具体的にどのよう 

な被害があるか詳しい情報はないが、アフリカのゲームパークに境界がな 

い、あるいはないに等しい実態から推察すると、草食性の野生獣が生息し 

ているところでは、どこで食害が起きても不思議ではない。 

広い意味では動物害に含まれるが、シロアリ（termites) の被害は半乾 

燥地の深刻な問題になっている。シロアリは苗木はもちろん、成木、木材 

に至るまで食害する。シロアリにも嗜好性があるので、生息密度が高いと 

ころでは樹種の選定に留意する必要がある。例えば、ユーカJ類は普通シ 

ロアリに好まれて食害を受け易く、一方、アフリカの場合、在来のアカシ 

ア類は、かりに部分的に食害を受けてもたやすく枯損することはなく、ま 
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た、 インドセンダンやCassia s N )も比較的被害か少ない。Wardell (1990) 

によれは、I3aIan,tes aegypuaca、 A4arkharn,a spp 、 'l'eim,na/ja spp 

なども被害を受けにくいとされている。 

(e）社会環境を考慮した選択’ 

Il会環境には各種の要件か含まれるが、樹神の選択に影響する要件として 

は家畜の飼育方法と火災の発生状況などか挙げられる。前者については、屋 

敷内・屋舎内で剣有する習慣がある場合には問題はないが、放牧を通常の飼 

育力法とする部族が周辺にいる場合や季節的に現れる場合には、やはり家畜 

が好まない樹種を選定するか、柵などの物理的防止策をとる必要かある。 

熱帯とくに乾季のあるところでは、造林地は常に火災の危険に曝されて 

いる。火災には別に述へるような要囚（p 112）があるが、いずれにして‘， 

一旦発生すると消火は極めて困難なので、いろいろな対策が取られており、 

造林技術的な対策のーつとして、樹種の選択も重豊である。樹木の防火機 

能は普通には防火性と耐火性に区別されているが、防火性は葉が厚く、ま 

た含水率が高いために発火しにくい（燃えにくい）性質であり、耐火性は、 

樹皮が厚いために、短時問の地表火程度なら形戒層の活力がまもられ、火 

災のあと間もなく萌芽・回復する性質のことである。火災の発生しやすい 

ところには、できればこれらの二つの性質を併せもつか、少なくとも耐火 

竹をもつ樹種を選ぶことが望ましい。火災発生の原因にもよるが、発生区 

域や発ノト頻度、発生規模などを検討して、酎火竹の高い樹種、例えぱチー 

クやメリナなどを植え分けるロ 

(3）在来樹種と外来樹種： 

これまで熱帯・亜熱帯における人工造林は外来樹種によることが圧倒的 

に多かった0 本来、外来樹種（exotic specieS、 exotics）は必要とする木 

材（林産物）の量・質を充足できるような在来の樹種(indigenous species、 

native Species）がない場合に限って用いるべきもので、安易に外来樹種 
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クやメリナなどを植え分ける。
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nat1ve spec1es) がない場合に限って用いるべきもので、安易に外来横種
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を導人することについてはいろいろな視点からの批判があり、実際に不都 

合が起きた場合もあるか、それにも拘らず、とくに熱帯I 亜熱帯の植林に 

おいては、現有もなお外来樹種は重要な役割を担っている。外来樹種に依 

存する理由は、①それまで森林がなかったところ、あるいは在来樹種が成 

長が遅かったり、集約な管理によ・りても生産性を高めることができないよ 

うな状況にあるところで緊急に用材を生摩したい、②ほとんどの在来樹種 

が著しく成長が遅い、③外来樹種のほうが造林的な取り扱い方が易しい、④ 

在来樹種についての知識が十分でない、⑤外来樹種のほうが種子を得やす 

い、⑥植栽予定地が草原や不毛な地が多い、⑦収穫物の利用を促進して地 

域の林産業を発展させる、などであるが、このほかにも、樹種ごとに造林 

が促進された個別の要因があるとされている。 

外来樹種による熱帯造林の具体的な事例を挙げると、オーストラリアに 

おけるカjビアマツ、ブラジルにおけるスラノシュマツ、アフリカ諸国に 

おけるパトウラマツ・メキシコイトスギなど、中南米およひアフリカ諸国 

におけるユーカJ類、東南アジア・アフリカ諸国におけるチークなどで、一 

部では画期的な成功を収めている。 

もちろん、在来樹種による造林も行われており、一部ではかなりの成功 

を収めている。例えばインドネシアにおけるメルクシマツ、PN G における 

カメレレ（Eucalyptus deglupta)\ PNG、プラジル、チリーにおけるア 

ローカ3ア類、インド、タイにおけるチーク、インドにおけるDalbergia 

fat/加ha、フィリピン、タイにおけるケシアマツ、また西アフリカにおける 

Terminal/a I vorensis、そして中米におけるメキシコイトスギ、（弘rtha 

allio do ra など、その成功の度合、規模はまちまちではあるが、適地適木が 

守られればいろいろな点で有利である。 

3熱帯における主要な植栽樹種の実態はすでにみたとおりで、熱帯アフリ 

カでは約30種が植えられてきたが、針葉樹はすべて、広葉樹も21種中13種 

は外来種である。熱帯ラテンアメリカおよびカリブ諸島では植執樹種が限ら 

れており、主要なものは広葉樹10数種、針葉樹数種で、後者では在来種の 
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を郭人することについてはいろいろな視点からの批判があり、実際に不都

合が起きた場合もあるか、それにも拘らず、とくに熱帯・亜熱帯の植林に

おいては、現有もなお外来樹種は重要な役割を担っている。外来樹種に依

存する理由は、①それまで森林がなかったところ、あるいは在来樹種が成

長が遅かったり、集約な管理によっても′E産性を高めることができないよ

うな状況にあるところで緊急に用材を生序したい、②ほとんどの在来樹種

が著しく成長が遅い、③外来機種のほうが造林的な取り扱い方が易しい、④

在来樹種についての知識が十分でない、◎外来樹種のほうが種子を得やす

い、⑥植栽予定地が草原や不毛な地が多い、⑦収穫物の利用を促進して地

域の林産業を発展させる、などであるが、このほかにも、樹種ごとに造林

が促進された個別の要因があるとされている。

外来樹種による熱帯造林の具体的な事例を挙げると、オーストラリアに

おける力リビアマツ、ブラジルにおけるスラノシュマツ、アフリカ諸国に

おけるパ トゥラマツ ・メキシコイトスギなど、中南米およひアフリカ諸国

におけるユーカリ類、東南アジア・アフリカ諸国におけるチークなどで、一

部では画期的な成功を収めている。

もちろん、在来樹種による造林も行われており、一部ではかなりの成功

を収めている。例えばインドネシアにおけるメルクシマツ、PNG における

カメレレ (Euca ′ypfus degjupta) 、 PNG 、 ブ ラジル、チ リ一におけるア

ローカ リア類、 イン ド、 タイにおけるチーク、 イン ドにおける Da′berg ‘a

′ar′fdja、フィリピン、タイにおけるケシアマツ、また西アフリカにおける

Term 加川′a ′vorens-s 、 そ して中米 におけるメキ シコイ トスギ、 Cord-a

a』!1odo瑠など、その成功の度合、規模はまちまちではあるが、適地適木が

守られればいろいろな点で有利である。

3熱帯における主要な植栽樹種の実態はすでにみたとおりで、熱帯アフリ

カでは約 30種が植えられてきたが、針葉樹はすべて、広葉樹も21種中13種

は外来種である。熱帯ラテンアメリカおよびカリブ諸島では植栽樹種が限ら

れており、主要なものは広葉樹 10数種、針葉樹徴種で、後者では在来種の
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ほうが多いが、広葉樹では8割が外来樹種である。熟帯アジアおよひ太平汁 

諸国における植栽樹種は他の熱帯に比較して著しく多様で、引葉樹について 

は外来種のほうが多いが、広葉樹では20種中外来種は1/4 に過ぎない。 

このような植栽樹種の組成から明らかなように、植栽樹種の半分、ある 

いはそれ以十が外来樹種で占められており、樹種数だけでなく、植栽本数 

も多いのが普通である。なぜそうなるのか？ とくにこれまでは、木材の 

生産が主要な目的であったため、生産性の高い引菓樹を植執することが多 

かったが、適当な在来の引藥樹がないため、世界各地で植えられて扱い慣 

れている引集樹群が、種子の入手も簡単であることなどから、植栽材料と 

されることが多かった。 

外来樹種の長所は、①植栽樹種の選択範囲が広がり、とくに在来樹種に 

針葉樹がない場合には最も期待される候補樹種である、②世界各地で植栽 

されており、利用方法を含めて研究成果や実際の経験も多い、③成長が速 

く、立地への適応性も高いのが普通、④何よりも種子を調達しやすい、な 

どであるが、反面、①種子が高価で、経費がかかる、②- H病虫害が発生 

すると深刻な事態になりかねない、などの短所もある。とくに、導入され 

た遺伝子型が少ない場合には、致命的な被害を受ける恐れがある。 

例えば、ケニアのラジアータマツ（乃nusradjata、 p25参照）林で葉枯 

病（Dothistroma pin」による赤斑葉枯病）が発生して激害をもたらした 

が、これは、南アフリカ経由で導入されたこのマツの種子の親木がごく少 

なかったためだといわれており、このために現在では植執を完全にやめる 

ことを余儀なくされている。同じアフリカの例であるが、メキシコイトス 

ギを主とする数種のヒノキ科針葉樹の人工林で、ョーロッパから侵入した 

アブラムシ（Cinara cupressi）の被害が報告されている。1980年代の後 

期から1990年代初頭にかけて、広く東アフリカ諸国に広がり、一時は深刻 

な被害に悩まされた。また、フィリピンのミンダナオ島では、導入された 

PNG系統のEucalyptus degluptaが、1970年代の半ぱに穿孔虫Agri lus 

opulensis の著しい被害を受けたが、これらも類似の事例といえよう。 
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ほうが多いが、広葉樹では8割が外来横種である。熱帯アジアおよひ太平洋

諸国における植栽樹種は他の熱帯に比較して著しく多様で、針葉樹について

は外来種のほうが多いが、広葉樹では20種中外来種は1/4に過ぎない。

このような植栽樹種の組成から明らかなように、植栽樹種の半分、ある

いはそれ以 rが外来樹稲で占められており、樹種数だけでなく、植栽本数

も多いのが普通である。なぜそうなるのか ? とくにこれまでは、木材の

生産が主要な目的であったため、生産性-の高い劉巣樹を植栽することが多

かったが、適当な在来の針葉樹がないため、世界各地で植えられて扱い慣

れている劉葉樹群が、種子の入手も簡単であることなどから、植栽材料と

されることが多かった。

外来樹種の長所は、①植栽樹種の選択範囲が広がり、とくに在来樹種に

針葉樹がない場合には最も期持される候補樹稲である、②世界各地で植栽

されており、利用方法を含めて研究成果や実際の経験も多い、⑤成長が速

く、立地への適応性も高いのが普通、④何よりも種子を調達しやすい、な

どであるが、反面、①種子が高価で、経費がかかる、②- 日病虫害が発生

すると深刻な事態になりかねない、などの短所もある。とくに、導入され

た遺伝子型が少ない場合には、致命的な被害を受ける恐れがある。

例 えば、ケニアのラジアー タマツ (P′nus radiata 、 p25 参照 ) 林 で葉枯

病 (Dothisfroma p′niによる赤斑菓枯病) が発生して激害をもたらした

が、これは、南アフリカ経由で導入されたこのマッの種子の親木がごく少

なかったためだといわれており、このために現在では植栽を完全にやめる

ことを余儀なくされている。同じアフリカの例であるが、メキシコイトス

ギを主とする数種のヒノキ料針葉樹の人工林で、ヨーロッパから侵入した

アブラムシ (Cjnara cupress′) の被害が報告されている。 1980 年代の後

期から1990年代初頭にかけて、広く東アフリカ諸国に広がり、一時は深刻

な被害に悩まされた。また、フィリピンのミンダナオ島では、導入された

PNG 系統の Eucalyptus deg′upta が、 1970 年代の半ばに穿孔虫 Agr"us

opu′ens′sの著 しい被害を受けたが、これらも類似の事例といえよう。
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いずれにしろ、外来樹種を導人する場合には、なるべく遺伝変異を広く 

しておくことが望ましい。とくに天然分布の広い樹種については、できる 

だけ計画的に異なる産地のものを導人し、かりに当初成長が不良な産地系 

統のものでも遺伝了は保有しておき、将来病虫害などが発生した場合に育 

種の母材料とできるようにしておくことが望ましい。また、導入後の成長 

が良好なものについても、いろいろな形質について選抜、改良も必要であ 

る。例えば、荒廃地の緑化で注日されているAcacja auxicub加Fm ISは幹 

形が不良なものが多いが、材としての利用を考えたい場合には幹形の優れ 

たものの選抜が必要である。 

なお、現在植栽されている多くの外来樹種は先駆樹種的なものが多く、成 

長は速いが、比較的短命だとされている。また在来樹種と比べて、ほんと 

に植栽地の環境条fIに合っているのか気になるものもある。従って、当面 

は外来樹種によらねぱならないとしても、周辺で見られる在来樹種につい 

てもできるだけ造林特性を調べておくように努め、将来は、それらの中か 

ら、成長が優れた、遷移の途斗は目以降の樹種を選び山し、それらで置き換 

えてゆくことが必要である。このことは、とくに環境造林の場合に重要な 

視点である。 

人工林の造成が遅れているアフリカで外来樹種数が多いことは留意しなけ 

れぱならないことで、半乾燥地で植えられるものでも、少なくとも1/3、多 

い場合には2/3に達することもある。アフリカでよく植えられている外来樹 

種には、すでに挙げたユーカJ 類やマメ科の樹種のほか、コショウボク 

(Schinus mofle)、ジャカランダ（Jacaranda rnjrnos」和」Ia)、センダン 

(Melia azedarach)、ナツメノキ（Zizyphus mauritiana) 、 インドセン 

ダン（Azadirachta indica)、ハゴロモノキ（Grey川ea rabusta）などが 

あり、また、果樹にもパパイア、グワバ、バンレイシ、マンゴなどがある。 

(4 ）新しい樹種‘系統を導入する手順 

すでに述べたように、基本的には在来樹種を中心に造林材料を選ぶべき 
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いずれにしろ、外来樹種を尊人する場合には、なるべく遺伝変異を広く

しておくことが望ましい。とくに天然分布の広い機種については、できる

だけ計画的に異なる産地のものを尊人し、かりに当初成長が不良な産地系

統のものでも遺伝了は保有しておき、将来病虫害などが発生した場合に育

種の母材料とできるようにしておくことが望ましい。また、導入後の成長

が良好なものについても、いろいろな形質について選抜、改良も必要であ

る。例 えば、荒廃地の緑化で 注日されてい る Acacia amicujiform ′sは幹

形が不良なものが多いが、材としての利用を考えたい場合には幹形の優れ

たものの選抜が必要である。

なお、現在植栽されている多くの外来樹種は先駆樹種的なものが多く、成

長は速いが、比較的短命だとされている。また在来樹種と比べて、ほんと

に植栽地の環境条γ"こ合っているのか気になるものもある。従って、当面

は外来樹種によらねばならないとしても、周辺で見られる在来樹種につい

てもできるだけ造林特性-を調べておくように努め、将来は、それらの中か

ら、成長が優れた、遷移の途中相以降の樹稲を選び出し、それらで置き換

えてゆくことが必要である。このことは、とくに環境造林の場合に重要な

視点である。

人工林の造成が遅れているアフリカで外来樹種数が多いことは留意しなけ

ればならないことで、半乾燥地で植えられるものでも、少なくとも1/3、多

い場合には2/3に達することもある。アフリカでよく植えられている外来樹

種には、すでに挙げたユーカリ類やマメ料の樹種のほか、コショウボク

(Schin u s m ofje)、 ジ ャカラ ンダ (Jacaranda miinosifojia) 、セ ンダン

(Me ′ia azedarach) 、ナ ツメノキ (Zizyphus 印 a u rjtzai'a)、 イ ン ドセ ン

ダン (A z a d irachta md ′ca) 、ハ ゴロモ ノキ (Grev‘′′earobusta) な どが

あり、また、果樹にもパパイア、グワバ、バンレイシ、マンゴなどがある。

(4) 新しい樹種・系統を導入する手順

すでに述べたように、基本的には在来樹種をql心に造林材料を選ぶべき
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てあるが、多くの理山で、外来樹種も合めて選択しなければならないのが 

現実であり、実際、外来樹種の中から優れたものか見いだされている例も 

数多く知られている。そこで熱帯造林の現場では、まず手始めにいろいろ 

な樹種の適否を大ざっばに、しかL系統的に調べてみるのが普通である。 

(a）樹種（導入）試験 

環境条件などを考慮して選び川した樹種について、後述の種了センター 

や信頼できる種子取り扱い業者を通じて産地・系統の明らかな種子を入手 

する。これらの種子から青てた苗木を、できればl地条件の異なる数箇所 

に試植し、定期的に成長を追跡調査して比較・計仙する。これを樹種（導 

入）試験〔species (eliminatiun/sci eening) ti al 】 とよんでいる。この 

時期には、まだその地域での育苗にも植栽にも慣れていないのが普通であ 

るから1 試植にあたってはできるだけ良い助木を選ひ，丁寧に植栽するこ 

とが必要で、とくに不適と判定して除外する場合には、取り扱い方に問題 

がなかったかどうか留意すへきである。ナイジェリアで1960年代に行われ 

た例をみると、約100樹種について、I樹種当たり25本を、普通の’r分の 

III】隔で4同繰り返して植栽し、4年問の成長結果をみて許仙しており、この 

後さらに規模を大きくしたspecies growth trialおよひplantation trialも 

行われていたらしい［詳細はBurley (1976）を参照］。 

「酸性I」壌のための寧素固定樹木 フィールドマニュアル」[P0 we I 

0996)］では次のような手順が示されている。ちなみに、このマニユアル 

はアグロフォレストリー向けのものである。①植栽予定地の気候・士壌要 

因などについて情報収集 標高、降水量、降雨分布、年平均温度、最高 

最低気温、降霜の有無、乾燥月数、地形など、 I一壌については、土性、有 

効深、排水性、p1-1、無機成分とくにP、 AL Ca. IC Mg , Mn など。② 

造成する林分に期待する産品または効用の検討、③樹種の一次的な選定 

①、②の結果を踏まえて選定するが、とくに地域農民の意見を汲み人れる、 

④－次選定結果の検討 選定した樹種について情報をできるだけ収集して 
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てあるが、多くの理由で、外来樹種も含めて選択しなければならないのが

現実であり、実際、外来樹種の中から優れたものが見いだされている例も

数多く知られている。そこで熱船造林の現場では、まず手始めにいろいろ

な樹柿の適合を大ざっぱに、しかし系統的に調べてみるのが普通である。

(a)樹種 (導入)試験

環境条件などを考慮して選び損した樹種について、後述の種了センター

や信頼できる純子取り扱い業者を通じて産地・系統の明らかな種子を入手

する。これらの種子から育てた苗木を、できれば L地条件の異なる数箇所

に試植し、定期的に成長を追跡調査して比較・評価!ーする。これを樹種 (導

入 ) 試験 [sppctes(cl-mInat1011 な c!eening)t11al] とよんでいる。 この

時期には、まだその地域での育苗にも植栽にも慣れていないのが普通であ

るから、試植にあたってはできるだけ良い苗木を遊ひ、 ri多Zに植栽するこ

とが必要で、とくに不適と判定して除外する場合には、取り扱い方に問題

がなかったかどうか留意すべきである。ナイジェリアで 1960年代に行われ

た例をみると、的 ioo樹種について、 1機種当たり25本を、普通の半分の

間隔で4回繰り返して植栽し、4年間の成長結果をみて許佃-しており、この

後さらに規模 を大 きくした specles growth trlaーお よび pーantal1on trlai も

行われていたらしい [詳細1は Burley(1976) を参照]。

「酸性.t 壌のための李素固定樹木 フィール ドマニュアル」 LPowe ー1

(1996)1 では次のような手順が示されている。ちなみに、このマニュアル

はアグロフオレス トリー向けのものである。OD植栽予定地の気候 ・‐ヒ壌要

因などについて情報収集・標高、降水量、降雨分布、年平均温度、最高 ・

最低気温、降霜の有無、乾駄月数、地形など、 1:壌については、コ7性、有

効深、排水性 、 PH 、無機成分 とくに P、 A1 、 Ca 、 K 、 Mg 、 Mn な ど。②

造成する林分に期待する産品または効用の検討、③樹種の一次的な選定 .

①、◎の結果を踏まえて選定するが、とくに地域農民の意見を汲み人れる、

④ -次選定結果の検討・選定した樹種について情報をできるだけ収集して
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適否を検耐、⑤選定された樹種が外来神であれば、既往植栽地の有無を調 

奔、あればその成長状況を調奔、⑥既れ植栽地がない外来種については試 

験植栽‘袖栽予定地のL壌条件と似たサイトに、Im )< Inlまたは2m >< 2m 

で植栽、活着・成長を調青、成長は樹高、胸高直径（はじめ根ル直径）を 

測定する。 

このマニュアルの末尾には、多くの導入樹種が新しい環境で雑草化する 

恐れかあること、また、樹f巾によっては病害虫の寄王になる恐れもあるこ 

とを警告している。導入された樹種が後年雑草化した例は数多く知られて 

いるか、イ~名なものは南アフリカやニュージーランドに導人されたマツ類 

(Pinus patuTh, P zadiataなと）で、天然更新によって本来の植生の在来 

I重を抑圧している。ケニアでは、かって導人したモリシマアカシアが下種 

更新を繰り返し、マツなどへの樹種更改が妨げられている。また、各地で 

草原に導入したキンネムが更新を繰り返し、有用樹種への更改の妨げにな 

っていることも知られている。 

病害虫も外来樹種を導人する場合の問題で、アフリカや南米に導人され 

たマツ類、イトスキ類ていくつかの病害虫か深刻な被害を与えていること 

は前述のとおりで、とくにイI名なのはDothistroma の被害であるが、この 

ような被害に対処するためには、遺伝的変異の広い材利を休系的に導入す 

ることが不可欠である。 

(b）産地試験 

樹種試験でおよその適否が判明したところて、適していると思われる樹 

種については産地試験(provenance test）を行う。なおplovenance に 

はいろいろな定義があるが、現在では「種子を採取した林分のある場所」と 

いう定義が一般に採用されており、大然生の場合にはorigin と同じになる 

が、植栽されたものの場合にはorigin は種子または苗木が導人されたもと 

の場所（原産地）ということになる。その万法として最も広く用いられて 

いるのは乱塊法で、各プロットは産地当たり少なくとも数本程度、あまり 
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草原に導入したキンネムが更新を繰り返し、有用樹種への更改の妨げにな

っていることも知られている。

病害虫も外来樹種を導入する場合の問題で、アフリカや南米に導入され

たマツ類、イ 1・スキ類ていくつかの病害虫が深刻な被害を与えていること

は前述のとおりで、とくにチー名なのは Dothis【roma の被害であるが、この

ような被害に対処するためには、遺伝的変異の広い材料を体系的に導入す

ることが不可欠である。

(b)産地試験

樹種試験でおよその適否が判明したところて、適していると思われる樹

種 については産地試験 (pn)venance test) を行 う。なお plovenance に

はいろいろな定義があるが、現在では「種子を採取した林分のある場所」と

いう定義が一般に採用されており、大然生の場合には origin と同じになる

が、植栽されたものの場合にはorlg1nは種子または苗木が尊人されたもと
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いるのは乱塊法で、各プロットは産地当たり少なくとも数本程度、あまり
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均質でないと思われる場合には25 -50本くらいをとるのがよいとされてい 

る。できるだけ系続的に異なる産地の種子を入手することが必要であるが、 

最近では後で述べるような国際的あるいは地域的な種子センターがあるか 

ら、比較的容易に計画・実施できるようになった0 種子は一部を除いて有 

料であるから絳費はかかるが、可能な範囲で実施したいものである。なお 

FAO などで特別の産地試験が引画されることもあるから、例えば、FA 0 

の担当部局 

Chief, Forest Resources Development Service 

Forest Resources Division, FAQ 

Viale delle Terme di Caracalta, 00100 Rome, Italy 

(E-mail ' Forest-Genetic-Resources@fao org) 

に連絡してみるとよい。 
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